
 

 

 
 

エシカル(ethical)って何？ 
 
 
＝「倫理的」「道徳的」という意味の形容詞 
＝「環境保全や社会貢献」 

平成 30年３月

京都府消費者教育推進校事業

授業事例集

京 都 府
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授業事例集の発行に寄せて 

　学習指導要領の総則に、次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応して

求められる資質・能力を教科横断的な視点で育成していくことが明記されました。

　学校教育では、「何をやったか」より「何ができるようになったか」への改革が求められ、

「主体的・対話的で深い学び」につながる学習指導が不可欠となっています。社会と接点

のある授業は、主体的な学びの鍵となります。「主体的・対話的で深い学び」をつくる題

材として、消費者教育に注目することで、生徒が解決すべき問題を自分の生活に引き寄せ、

対話的な学びが期待できます。

　消費者教育の目標は、自立した消費者の育成と消費者市民社会の実現をめざすことです。

法律や学習指導要領の記述、成年年齢引き下げの議論や国連ＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）等を受け、「消費者市民社会」をキーワードとする消費者教育の新しい取組が注目さ

れています。

　本事業では、消費者市民社会に関連するテーマについて、生徒自らが「考え、体験」す

る授業づくりを試みました。教科を超えて交流することもできました。城南菱創高等学校

の「落語家の古典落語を鑑賞し、消費者市民社会を考える」授業、城陽高等学校の「司法書士・

公民担当教員・国語担当教員のコラボレーションによる、『契約書』を切り口に消費者の

権利を考える、そして社会の一員として消費生活センター職員に要望を提案する授業」等

です。伝統芸能や法律の専門家、行政職員などを交え、消費者市民社会を形成する力の育

成をねらいとした授業提案です。

　一方、京都府の消費者教育推進計画においては、エシカル消費の普及に取り組むことが

明示されています。「エシカルな消費者」の育成を目指した授業も掲載しています。木津

高等学校では、「やましろエシカルすごろく」の開発を通じてエシカル消費を学び、地元

の小学校、大学、消費生活センターなど様々な機関と連携した授業を提案いただきました。

城南菱創高等学校、東稜高等学校、立命館宇治高等学校の家庭科では、「物事の背景や安

さの理由を考える」授業、「お茶を選び（場面による視点を想定し）、選ぶための条件を考え、

その根拠をグループで交流し、思考力を鍛える」授業、「自分たちにできる和朝食献立作成」

授業などを実践いただきました。「エシカル」を切り口とした、消費者市民社会の形成者

を育成する具体的な授業提案です。次年度はさらに教科、科目を拡げて、授業開発に取り

組む予定です。

　本事例集は、あらゆる教科の先生方に「消費者市民社会」をキーワードとする消費者教

育の取組や学習内容を知っていただくことを目的としています。学校教育活動全体の中で、

教科指導をはじめとする様々な教育活動と関連付けながら消費者教育を推進する工夫が求

められています。消費者教育の取組や学習内容に関心を持っていただき、教育活動に、消

費者市民社会の形成者を育成する視点を加えていただければ大変嬉しく存じます。

　最後になりましたが、本事業に関わっていただきました先生方、関係の皆様に厚く御礼

申し上げます。

　平成 30 年 3 月

大阪教育大学教育学部教授、京都府消費生活審議会委員　大本久美子　

　

授業事例集の発行に寄せて

　京都府消費者教育推進校事業は、平成 29 年 3 月に改訂された「京都府消費者教育推

進計画」を受け、消費者被害を未然に防止し、自主的かつ合理的に行動する消費者の育成

を図るため、平成 29 年度から実施された取組です。

　平成 29 年度は、府立高校４校、私立高校１校を消費者教育推進校として、消費者教育

の授業やその指導案の実践研究に取り組まれており、今後、高校において消費者教育を進

める上で、大変、示唆に富むものであります。

　本授業事例集は、これらの消費者教育推進校における消費者教育の授業例を研究し、そ

の成果をまとめ発刊されたものです

　平成 28 年度に選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられ、高等学校における主権者教育

が重視される中、生徒が政治や社会の課題に関心を持ち、自らの問題として考え、行動す

る力を身につけさせることが求められています。

　さて、平成 29 年度中に高等学校の新学習指導要領が告示されますが、平成 30 年２月

に文部科学省から高等学校学習指導要領案が公表され、そこでは、社会で力強く生きてい

くための資質・能力を育み、生涯にわたって探究を深める未来の創り手となるよう、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が強く求められています。

　このような新学習指導要領の趣旨を踏まえ、公民科や家庭科などの教科で、多様な契約、

消費者の権利と責任、消費者保護の仕組み等について学習するだけでなく、生徒自らが課

題意識をもち、取り組む姿勢を育む教育を進めることが重要であります。

　本授業事例集には、生徒が主体的に学ぶという観点からも工夫された授業が掲載されて

おり、各校における消費者教育を推進する上で、大いに活用されることを期待しておりま

す。

　府教育委員会といたしましても、新学習指導要領の趣旨の周知・徹底、教員の指導力の

向上を図るとともに、京都府消費生活安全センターをはじめとする関係機関との連携した

取組など通じて、消費者教育を一層推進して参ります。

　平成 30 年３月

                                          　　　  京都府教育庁指導部高校教育課　
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ワッハッハと笑ってウーンと悩む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

〇 ＤＶＤによる落語鑑賞だったら他人事として捉え、

課題を軽視していたと思う。 

〇 落語の世界は人間の業だと聞いて自分の本心か

ら考えられた。 

〇 人間の本性は欲が深いことは理解しているので、

逆にその欲は「安全」という面にも向くのではない

かと考えてみた。 

〇 実現したいと考えるが、実際行動するかと言われ

れば難しい。これから付き合っていかないといけな

い一生の課題かなと思う。 

副題にあるように、生徒さんが大いに笑ってウーンと悩

んだ授業となり、目論見通りにできた。授業者にとっても楽

しい時間であった。ラストの班ごとの議論にもう少し時間を

取れたらという点が反省として残る。 

国語科・家庭科 ３年生 古典・家庭研究（合同授業） 【京都府立城南菱創高等学校】 

消費者市民の理念に相反する教材内容の古典落語を鑑賞し、古典落語に登場する

人間の「業（ごう）」を読み取った上で、消費者市民社会の可否を考えることを通じ、批判

的な思考力を持った（教員からの押し付けでない）消費者市民としての素養を身に付け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業：札埜和男氏（岡山理科大学教育学部）、矢野宗宏氏（ユーモアコンサルタント） 
大本久美子氏（大阪教育大学教育学部）、中村久子氏（京都府立城南菱創高等学校） 

◆指導計画 

 
◆本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導
入 

 

○ゲスト紹介 

○古典落語について
の講義 

○落語を演じるユーモアコンサル
タント・矢野宗宏氏のプロフィ
ールや古典落語の基礎知識を聴
く。 

〇一方的にならないように、対話
を意識する。 

展
開 
 
 
鑑
賞 
 

休
憩 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○落語の仕草につい
ての講義と実演 

 
 
○落語「猫の茶碗」の

鑑賞 
 
○班分け 
 

○説明を聴くとともに、実際に落
語の仕草をやってみる。 

 
 
○落語の情景や登場人物を想像し

ながら聴く。 
 
 
 

○何名かを高座に上がらせ、仕草
を披露させる（嫌がる生徒を無
理にさせない）。 

 
○登場人物のことばのやりとりに

注目させる。 
 
○５人×８グループに分ける。 
 

 
○登場人物の心情の

解釈 
 
○落語を通じて見え

る人間の業につい
ての説明  

 
 
 
○大本教授の説明 
 
 
 
○問題提起 

 
○落語の登場人物を整理し、内容

を振り返る。 
 
○落語の登場人物を通じて、人間

とは、どこまでも我欲を追求す
る存在であること、落語はそれ
を否定しない芸であることを知
る。 

 
○大阪教育大学教授・大本久美子

氏から、消費者市民社会の説明
を聴く。 

 
○登場人物が交わすことばの背景

にある考えや、そこから見えて
くる人間について思いを巡らせ、
消費者市民社会の成立の可否に
ついて自分なりの意見を持つ。

 
 
○考えがある程度まとまったとこ

ろで、班になって話し合う。 

 
○生徒を指名して感想を言わせな

がら進める。 
 
○生徒に問いかけるように語り、

矢野氏にも補足してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒を当てて意見を聴き取りな

がら、まず自分の考えを整理さ
せる。 

 
 
 
 
○その後、班になって意見を述べ

合わせる。 

ま
と
め 
15
分 

〇意見交換 〇班ごとに出てきた意見を発表
し、班同士で意見を交わす。 

〇最後に、ゲストや教員が感想を
述べる。 

〇課題内容を理解する。 

〇報告者を決めて班同士の議論が
活発になるように工夫する。 

〇意見の押し付けにならないよう
に心がける。 

〇課題内容を明確に伝える。 

時 学習活動 評価規準（評価の観点） 

１ 
古典（上方）落語の基本的知識の講義、簡
単な落語ワークショップ、「猫の茶碗」鑑
賞 

関心・意欲・態度（授業態度観察） 

２ 
登場人物像の読み取り、人間の本質につい
ての議論、消費者市民（社会）の可能性に
ついての議論、まとめ記入 

技能、思考・判断・表現（授業態度観察、レポート） 
授業のねらい

生徒の反応

授業の工夫

感想・反省点

〇　ゲスト授業、生の落語鑑賞、多様な授業方法（資料を

　用いた講義形式、実演ワークショップ形式、グループ議論）

　といった工夫をした。 

〇　敢えて、国語科教員が調整役となり、演者が消費者市

　民に対し批判的見解の立場を取ることで、生徒が深く考

　えられるようにした。 

「消費者市民社会は実現可能か」
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大阪の道具屋が地方に買い付けに行った帰りに、ある茶店で休憩を取った。 

一服して辺りを眺めると、猫が床机の下でご飯を食べている。 

よく見るとご飯を盛った茶碗が「絵高麗梅鉢」のお宝級の品。 

茶店の主人は高価な鉢であることを知らずに使っていると判断したこの道具屋、何とか

この鉢を手に入れたいと思い、「猫が好きやねん」と猫の相手になる。 

そして「子供もなく、この前、猫が死んで嫁さんが寂しがっている。旅の土産にもらえ

ないか」と打診する。 

茶店の主人は妻が留守で、その間に人にあげてしまうと怒られると返す。 

対して、道具屋は「かつおぶし代や」と無理やりにお金を渡して猫を連れて帰ろうとす

る上に「大阪に帰る途中の宿屋で餌をやらなければならないので、ついでに茶器も欲しい」

と要求。 

だが主人は「猫の器であればここにもっと良いものがある」と言って新しい茶器を渡そ

うとする。 

食べ慣れているこちらのほうが良いとする道具屋に対し、主人は「これだけは差し上げ

るわけにはいかない。絵高麗梅鉢という相当なお宝で、自分も昔古いものが好きでたくさ

ん集めていたが、皆手放してしまい、これだけ置いて、明け暮れ目立つ所に置いて眺めて

いる」と述べる。 

つまり主人は高価な品であることを知っていたわけである。 

すると急に道具屋は態度を変え「猫、ほんまは嫌いやねん、もうええわ」と猫を払いよ

け、「なぜそんな高価な茶碗で猫に飯を食わせてたのか」と問いつめると、茶店の主人曰

はく「これで猫にご飯食べさせますと、ちょいちょい猫が売れますのや」という落ち。 

◆プロフィール（平成 29年現在） 

昭和31年４月 愛媛県松山市に生まれる 

昭和54年３月 関西大学法学部卒業 

（クラブ活動 落語研究会会長） 

昭和54年４月 八光信用金庫へ入庫 

       （現 大阪シティ信用金庫） 

平成２年９月 お笑い研究会発起、会長となる 

平成９年７月 オクラホマの国際ユーモア学会で講演 

平成10年７月 日本笑い学会理事に就任 

平成11年２月 ＮＨＫクローズアップ現代「笑いは万能薬」に出演 

平成11年４月 八光信用金庫志紀支店支店長に就任 

平成14年10月 八光信用金庫退職後、ユーモアコンサルタントとして独立             

平成15年２月 ＮＨＫテレビでユーモアコンサルティング活動放映 

平成15年12月 内閣府より「生活達人」に選出される 

平成21年４月 広島経済大学講師   

平成24年４月 ＮＰＯ法人お笑い研究会理事長に就任 

平成28年１月 ＬＬＰ笑いプロジェクトの塾長に就任 

平成29年２月 笑いのパワーの授業が広島経済大学理事長賞を受賞 

◆著書  

『おもろい話には理由がある』（共著・PHP研究所出版） 

『お笑いで支店長になりまして』（遊タイム出版） 

『ユーモア力～私の仕事はユーモアコンサルタント』（春陽堂書店） 

※第４回日本笑い学会賞佳作を受賞 

 
 

『猫の茶碗』あらすじ 

ユーモアコンサルタント 矢野 宗宏 氏 

★授業で配付した資料 【京阪電車沿線情報誌「K PRESS」(2012年11月1日発行)】 
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契約書は国語で読み解け！ 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

公民科における消費者教育として、「権利」と「自立」に焦点を当てる。様々なものが

多様化する社会の中で、自立的消費選択の技能を獲得し、自らの権利を守ることがで

きる人間の育成を本授業のねらいとした。 

○ 契約について初めて考える機会になった。 

○ 契約書は難しいけれど、騙されないために読

まなければならないと感じた。 

○ 困った時にどうすれば良いか考えることができ

た。 

○ 意見を発表しやすい雰囲気で良かった。 

○ 騙されないためにも、もっと気を引き締めて生

きる必要があると思った。 

 

 

 

普段あまり考えることのない契約書について学んだ

ことにより、授業を能動的に学ぶ姿勢が高まった。今回

はグループワークを取り入れた授業を行い、生徒の感

想も好感触であったが、初発効果で終わらせないため

の工夫が必要である。 

公民科・国語科 ３年生 政治経済・現代文（合同授業） 【京都府立城陽高等学校】 

授業：札埜和男氏（岡山理科大学教育学部）、山中脩平氏（京都府立城陽高等学校） 
西脇正博氏（司法書士） 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 授業のねらい

生徒の反応

授業の工夫

感想・反省点

◆指導計画 

 
◆本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

〇ゲスト紹介 

〇本時の流れの説明 

〇司法書士の先生の自己紹介や、

授業の流れの説明を聞く。 

〇ゲストの司法書士の先生を紹介

する。 

〇「読む」ことをテーマに授業を

行う旨を説明する。 

展

開 
40 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇契約書の実際を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇司法書士の仕事を学ぶ。 

 

 

 

〇実物の契約書を読み、気づいた

ことを挙げる。 

 

 

〇契約書を読む中で、大切なポイ

ントを押さえる。 

 

 

〇グループで契約書の問題点を挙

げる。 

 

〇グループでまとめた意見を発表

する。 

〇司法書士の仕事紹介を通じて、

リアルな消費者問題の現場を伝

える。 

  

〇実物大の契約書を渡し、気づい

たことをホワイトボードにまと

め、提示させる。 

 

〇司法書士の先生に、契約成立・

解除の条件、訴訟の条項を示し

てもらう。 

 

〇読んで感じた率直な意見をグル

ープ内でまとめさせる。 

 

〇グループごとに発表させ、京都

府消費生活安全センターの職員

に聞いてもらう。 

ま

と

め 
５ 
分 

〇振り返り 〇契約書を「読む」ことの大切さ

を学ぶ。 

〇「読む」ことは「知る」ことに

繋がり、権力から権利を守るこ

とができると理解させる。 

 

時 学習活動 評価規準（評価の観点） 

１ 日本経済の歩み 関心・意欲・態度、知識・理解（授業態度観察） 

２ 日本の中小企業と農業 技能（授業態度観察） 

３ 国民の暮らし 思考・判断・表現（授業態度観察） 

4 国民の暮らし【本時】 思考・判断・表現（授業態度観察） 

５ 環境保全と公害防止 関心・意欲・態度、思考・判断・表現（授業態度観察） 

６ 労使関係と労働条件の改善 関心・意欲・態度、知識・理解（授業態度観察） 

７ 社会保障の役割 思考・判断・表現、技能、知識・理解（授業態度観察） 

「消費者の権利を守れ」  

〇　「権利」や「自立」の視点を取り入れ、公民科の目標

　である「公民的資質」を養うことに留意した。内容は、

　「読む」ことをテーマに授業を行った。 

〇　実物の契約書を読み、率直な感想を述べたり、販売

　者に必要な配慮を考察したりした。

〇　司法書士の方に参加いただき、「書類の専門家」と

　して、リアルな消費者問題の現場のお話を聞いた。   
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※ 契約書に関する率直な意見交換をグループワークで行い、まとめた意見を京都府

消費生活安全センターの職員に向けて発表を行った。 

 

 ★グループでまとめた意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★まとめた意見を教室後方の司法書士の先生や京都府消費生活安全センターの 

職員に発表する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）前時の展開 

 

過
程 

指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

10

分 

 

 

 

○「知る」ことの 

大切さ 

 

 

 

 

 

 

○「岡山のイメージは？」などの簡

単な質問を行う。 

 

 

○「知る」ことについて問う。 

 

 

○１人１人に意見を書くためのミ

ニホワイトボードを配布する。 

○ホワイトボードに意見を書いて

提示する練習をさせる。 

○「ドラゴン桜」の１シーンを用い

て、社会システムの「分かりにく

さ」を理解させる。 

 

展

開 

35

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消費選択の根拠 

 

 

 

 

○消費者と広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使用する携帯ショップでの店員

とのやりとりを思い出す。 

 

 

 

○携帯電話会社のＣＭを比較する。 

 

 

 

 

○ＣＭはどういう意図で制作され

ているのか考える。 

 

 

○現在使用するキャリアを選択し

た理由、月額料金、購入の際の店

員とのやりとりなどを聞き、ホワ

イトボードで可視化する。 

 

○大手携帯電話会社３社のＣＭや

起用俳優の特徴を話し合わせ、Ｃ

Ｍが伝えたいメッセージを考察

させる。 

 

○ＣＭは消費者の立場に立って制

作されているかを考えさせる。 

 

 

ま

と

め 

５

分 

 

○授業の振り返り 

 

○自立的消費選択の大切さを学び、

次回の予告を行う。 

 

 



 
 

「エシカルとは？」 

あなたの消費行動が社会を変える！ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

○ 「エシカル」という言葉の認知度は低いが、

アクティブラーニングを通して、授業終了後

には全員が理解できた。 

○ ファストファッションは「安価で、品質も

良い」と信じて疑わなかったが、その背景や

理由を知って、今後は多くの選択ができるこ

とに気付くことができた。 

〇 普段何気なく使用しているものにも、エシ

カルな視点から、ものとの付き合い方を考え

るようになった。  

○ パワーポイント資料から視覚的に捉える。 

○ ファストファッションからエシカルを考察する。 

○ アクティブラーニングでエシカルを学ぶ。 

○ ケーススタディー・グループワーク 

 
 

 

 

家庭科 １・２年生 家庭基礎 【京都府立城南菱創高等学校】 

「エシカル」の意味を理解することで、安易な消費行動を脱却し、エシカルな消費者を

目指す。一人ひとりの生き方が社会を支えているということを実感し、主体的に生きる姿

勢を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 

現在、「エシカル」という言葉はまだ周知されていない。本

校でも知っている生徒はほぼ皆無だったが、グループワー

クや発表を通して、「エシカル」という言葉を全員が理解でき

たのは大きな成果だ。 

しかし、わざわざ「エシカル」という難しい言葉を使わなく

ても、フェアトレードの大切さや、児童労働や環境汚染を伴

う商品は良くないことなどは常識のある生徒は知っている。

難しいのはそれを実行することだ。また、「エシカル」の押し

付けは偽善的でもある。モノにあふれた時代に、何を選択

するのか、各自がこだわりをもったライフスタイルを構築し

ていってほしい。 

授業：中村久子氏（京都府立城南菱創高等学校） 
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 授業のねらい

生徒の反応

授業の工夫

感想・反省点

◆指導計画 

時 学習内容・学習活動 評価方法 

１ 
消費行動を考える   
「エシカル」って何？ 【本時】

関心・意欲・態度、知識・理解 
（グループワーク発表、定期考査） 

２
３ 

DVD「ザ・トゥルー・コスト」 
視聴 関心・意欲・態度、思考・判断・表現（DVD 感想文） 

４ 多様化する販売方法と問題商法 
適切な契約のための制度・法律 思考・判断・表現、知識・理解（ワークシート、定期考査） 

５ 多様化する支払い方法 
消費者の権利と責任 技能、知識・理解（ロールプレイイング、定期考査） 

６ 日々の収入・支出を把握する。 
長期的な経済計画を立てる。 

思考・判断・表現、知識・理解 
（感想文、授業態度、定期考査） 

 
◆本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導
入
10
分 

○エシカルの説明 ○「エシカル」「エシカル消費」「フ
ァストファッション」について理
解する。 

 
★関連語句 
「大量生産・大量消費・大量廃棄」 
「貧困問題・人権問題・気候変動」 
「フェアトレード」 

○生徒が 4 人単位で話し合えるよ
うに着席させる。 

 
○「エシカルという言葉を知って

いる人はいますか？」と問いか
ける。 

★2017 年度６月のニュース検定
２級で出題された、まだ日本で
は周知されていない新しい言葉 

展
開
30
分 

○ケーススタディー
＆グループワーク 

 

○ワークシートの各商品について、
「エシカルの視点からどちらを購
入するか」をグループで考える。 

 
【検討する商品例】 

①ブロッコリー 
②トイレットペーパー 
③ノート   ④はし 
⑤牛乳   ⑥ざる 
⑦コート  ⑧鞄 
⑨印鑑   ⑩住宅 

 
○どの商品を選んだのか、理由も含

めて、1 分間で発表する。 
 

○パワーポイント資料を配布す
る。 

 
 
 
 
 
 
○発表１分前に各班の発表商品を

告げ、発表者を決めるように促
す。 

 
〇教員の解説や他の班・生徒の意

見を聞きながら考察を進めさせ
る。 

ま
と
め 
10
分 

○エシカルの考察 
 

○エシカルは新しい特別な考え方で
はなく、人類が持続可能な生活を
維持するために昔から取り組んで
きたことであることを学ぶ。 

〇便利さだけでなく、物事には背景
があること、長所・短所を知るこ
とが大切であることを学ぶ。 

〇よく考え、よりよい暮らし方を考
えた消費者を目指す。 

★展開例 

○18 年も乗っている自動車はエシ
カルか？ 

 
○世界遺産「軍艦島」はコンクリ

ートのがれきの遺産 
 

 



 
 

1 

fa
st

 fa
sh

io
n 

 

 

   

 
 

 
 

 

 

CO

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

2 
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お茶を選ぶ条件を考えてみよう 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○ お客様にはおもてなしをするのが日本の伝統、

日本らしさだと思うので、香りや味が良く出し方

の工夫ができ、器も美しいものや季節感を取り入

れるなど趣向を凝らせることから、茶葉に軍配が

上がったと思う。 

○ ペットボトル独特のにおいが嫌 という意見

は感じたことがなかったが､そういう敏感な人の

視点も大事だと思った。 

○ 友達の様々な意見を聞き、

、

長所があるのは当た

り前だが短所がないとおいしいお茶が作れない

のではないかと気づいた。 

○ 自分の考えを整理できたし人の意見から学ぶ

ことも多いと感じる授業だった。 

 

 

 
○ 題材を身近なもので、内容も狭義にし、短時間で考えや

すい個人ワークを事前にさせた。 

○ 発表はマグネット式ホワイトボードを活用した。手軽で仕

事の分担や発表がスムーズな上、見ながら聞けるため、

内容がわかりやすく、加筆修正やまとめもしやすかった。 

家庭科 １年生 家庭基礎 【京都府立東稜高等学校】 

日常身近に愛飲しているお茶について、場面による視点を想定し、選ぶための条件

を話し合いながら考える。将来、選択や判断を要する場面において自立した思考ができ

る力をつけるきっかけとする。 

身近に考えられ、体験イメージしやすい教材としてお茶を選んだが、飲料

の多様化が進む中、「お茶は買うもの」という認識が定着していること、「飲ま

ないのでわからない」という生徒がどのクラスにもいることに驚いた。 

個人ワークからグループワークに発展することで、考え気づく力､意見を聞

き取る力､検討し整理する力､表現する力､思いをまとめる力と段階を踏んで

育成することが期待できる。その後の消費者力を意識する学習につなげるこ

とができた。 

 

 

授業：向山一美氏（京都府立東稜高等学校） 

感想・反省点

授業の工夫

生徒の反応

 授業のねらい

◆指導計画 

 

◆本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導
入
７
分 

○席の配置確認 
○既習内容と本時の

目標確認 

○前時に作成した個人ワークを確

認し、本時の目標を提示する。 
○前時までに学習した内容を思い

出すよう誘導し、本時の内容を説

明することで見通しをもたせる。 

展

開

35
分 

グループワーク 
part-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループワーク 
part-3 

○グループ内で、５種類のお茶の

中で、前時に選ばなかったお茶

について、長所短所や意見を書

き上げていく。 
 
 
 
 
 
 
○グループで場面を設定し、そこ

にふさわしいと思えるお茶を１

つ決定する。 
 
○決定したお茶のアピールポイン

トと課題を整理し、意見を集約

してまとめる。 
 
○ホワイトボードに書き上げる。 
 
○黒板に貼り付けて紹介する。 

○個人の考えをグループの中で紹

介しやすい雰囲気作りをする。 
・提案をメンバーが真摯に聞き、書

き上げること 
・多少のずれや思い違いがあっても

全て書き留めること 
 
○ポイントと思える内容には印を

つけておくよう指示する。 
 
○グループで話している間に出て

きた新たな視点やポイントや表

現も重要であることを伝える。 

○物事を決める上で、プラス面とリ

スクを考えて、判断・決定、実行

することが大切で、今後あらゆる

場面で活用できることを知らせ

る。 

○エシカルな視点に立っての考察

ができるようサポートする。 

ま
と
め
８
分 

本時のまとめ 
次時の予告 

○本時のワークシート記入に漏れ

がないか確認する。 
 

○グループ毎にまとめをすること

を伝える。

○発表者を決める指示をする。 
○ワークシート及びホワイトボー

ドをグループごとに回収する。 

時 学習活動 評価規準（評価の観点） 

１ 消費者問題と契約のいろいろ 関心・意欲・態度、知識・理解（ワークシート、授業態度観察） 

２ 身近な物からエシカル 
関心・意欲・態度、思考・判断・表現、知識・理解 

（ワークシート、授業態度観察） 

３ 自分の選んだお茶を分析してみ
よう 

関心・意欲・態度、思考・判断・表現、知識・理解 
（ワークシート、授業態度観察） 

４ みんなでお茶を選んでみよう【本時】 
関心・意欲・態度、思考・判断・表現、技能、知識・理解 

（ワークシート、授業態度観察） 

５ 選んだお茶をアピールしよう 
関心・意欲・態度、思考・判断・表現、技能、知識・理解 

（発表内容、グループのまとめ、感想レポート） 
６ 
７ 
８ 

主体的な消費行動と契約 思考・判断・表現、知識・理解（授業態度観察） 

９ 
10 
11 

多様化する販売方法･問題商法･
支払い方法 

関心・意欲・態度、思考・判断・表現、知識・理解 
（ワークシート、授業態度観察） 

12 消費者の権利と責任 知識・理解（ワークシート、授業態度観察） 

「エシカルな消費行動って？」  
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家庭基礎 消費者として自立する（ ）    1 年  組  番         

 

＜１＞個人ワーク 自分で理由を考えて選んでみよう 

 

 条件  ここに５種類のお茶がコップに入れてあります。（自分の好きなお茶をイメージ） 

     自分が作ることも代金を支払うこともありません、温度も同じと考えてください。

 

 

 

① 自分がここで飲むならどのお茶を選びますか。 

 

② それを選んだ理由を、考えつくだけ書いてみよう。 

 

 

 

 

＜２＞グループワーク part-1 1 年  組  番          

 

 グループ内で自分が選んだお茶と、その理由を紹介しよう。名簿が早い人から(1)とします。 

＊ルール＊ ①先に読んだ人と重なっていても、必ず読み上げること。 

 ②全員の理由を書き留めること。重なっている場合は｢○○の×番目と同じ｣

と記入 

③グループ全員の紹介が終わるまでは､個人の意見は言わないこと。 

名前 お茶 理   由

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

＊よく考えられていたと思う理由の前に赤丸をつけよう 

(A)ペットボトルのお茶  (B)紙パックのお茶  (C)缶入りのお茶 (D)粉茶 

(E)茶葉で入れたお茶 

＜３＞グループワーク part-2     【  】班

グループワーク part-1 以外のお茶の長所、短所を出し合い､書き上げてみよう。 

 

＜４＞グループワーク part-3      

 

 グループで話し合い、いろいろな観点から分析、考察してお茶を選んでみよう。 

場面設定（どういう条件、状況を想定するかなど）は班で考える。 

  選んだお茶のアピールポイントと課題 

 

考えたことや感想など､振り返り

長 所 短 所

    

班 

選んだお茶 場面設定 

(アピールポイント) (課題) 
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 授業のねらい

生徒の反応

授業の工夫

感想・反省点

 

 

食問題の課題を発見し、和朝食を提案する 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○ 国産＆できるだけ地域の食材を選んだ。和

食にすると栄養バランスが取りやすいことに

気付いた。簡単にできる献立というのが、朝

ごはんにはいい。 

○ 小さなことだが、買い物に車を使わないこ

とやエコバッグを持つこと、食べ残さないこ

とから始めたい。 

○ エシカル消費を考えてフェアトレードのバ

ナナを献立に取り入れたが、フードマイレー

ジはかかる。食の問題の難しさを感じた。 

○ 卵焼きを卵１個で作るのは難しいし、しし

ゃも１パックは家族で食べるとちょうど良い

ことが分かった。１人分作るのは、作りにく

いし不経済だなと感じた 

 

 

 

○ 献立作成には、生徒が持参した広告ちらしや食品

成分表を活用する。今回は地域の生協に協力して頂

き、個別配達用の広告（冊子）を提供頂いた。 
○ 材料や分量は、教科書等の実習例を参考にする。 
○ 生徒自身が実践できる内容を重視し、難しい調理

操作を入れないようにする。 

家庭科 ３年生 フードデザイン 【立命館宇治高等学校】 

エシカル消費の視点を取り入れた、和朝食の献立作成の学習を通して、食とそれを

取りまく諸問題の解決を意識した食生活を実践する能力と態度を育む。 

 

生徒が朝食を作っていなかったため、主体的に食習

慣を変えていく力を身につけてほしいと考えた。手軽な

和朝食の調理を実践することで、生涯を通じての食生活

を意識し、同時にエシカル消費ができたと思う。 

後に学校購買部の POP づくりをしたときに、作業所の

パンに「エシカル消費！」とデザインした様子を見て、学

びの広がりを感じた。
　更に、学びをどのように深めていくかが課題である。　

 

 

私の朝食（１人分） 

根菜雑炊と焼き魚の朝食 
（ししゃもは４人分） 

授業：川口綾氏（立命館宇治高等学校） 

◆指導計画 

 

◆本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 指導上の留意点 

導

入

５

分 

既習内容と本時の目

標確認 
○前時に決定した学習課題と学習

計画を想起し、本時の目標を確

認する。 

○前時の振り返りを行い、本時を

計画的に進める見通しを持たせ

る。 

展

開

35
分 

献立作成 ○主体的に実践可能な和朝食の献

立を作成する。 
 
 
○エシカル消費を意識する。 
 
 
 
 
 
 
○献立の作り方を考える。 
 
 

○ポイントを押さえた和朝食の献

立作成をサポートする。 
 
 
○生産から消費に至る過程を振り

返り、実行できそうなエシカル

消費のアイデアを援助する。 
 
○ワークシートを活用し、新たな

問題点にも着目させる。 
 
○各自が実践できる調理手順にな

っているか援助を行う。 

ま

と

め

10
分 

振り返り 
次時の予告 

○本時の学習を振り返り、ワーク

シートに記入する。 
○次時は、それぞれの献立を発表

することを確認する。 

○各生徒に振り返りをさせる。ま

た、数名に発表させる。 
○ワークシートの作成について説

明し、イメージさせる。 

 

 

 

 

 

時 学習活動 評価規準（評価の観点） 

１ 食問題を様々な視点から学ぶ 関心・意欲・態度、知識・理解（ワークシート、授業態度観察） 

２ エシカル消費を考える 思考・判断・表現、知識・理解（ワークシート、授業態度観察） 

３ 和朝食献立を作成【本時】 思考・判断・表現、技能（ワークシート、授業態度観察） 

４ 和朝食献立を発表 関心・意欲・態度、思考・判断・表現（発表態度観察・感想レポート） 

５ 和朝食献立の実習 関心・意欲・態度、技能（実習態度観察・実習レポート） 

「私たちにできる、エシカル消費の朝ごはん」  
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★本時で使用したワークシート 

テーマ：「私たちにできる、エシカル消費の朝ごはん」 

 ～食問題の課題を発見し、和朝食を提案する～ 

１）エシカル消費の朝ごはん献立 作成ポイント 

①５分～10 分でできる。  → 自分で作れる献立を目指そう。 

★自分で作る食習慣を続ければ、食を主体的に考える人へ変化！ 

～あなたの食習慣は、あなた自身の食文化へ～ 

②多くの人が作れる手軽さ。→ まわりの人にも勧められるポイントを考えよう。 

★買い物は、地域の商店で買えば、エシカル消費！ 

時々だっていいよ、フェアトレード商品でエシカル消費！ 

③和食にしてみよう。   → 自給率 upにもつながる、和食の良さを実感してみよう。 

              ★地元産の米や味噌、地産地消の農作物でエシカル消費！ 

 

２）実際に、献立を考えてみよう。 

 小売店のちらしを見たり、食品成分表でイメージを広げてみよう。 

                        ↓ 

  ①献立     

 

②材料と分量（＜資料１＞や食品成分表、小売店のちらしから考えてみよう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日の摂取カロリーが 2000kcalの場合、500～600kcalを朝食の摂取カロリーの目安としよう。 

 

③簡単な作り方と調理時間（   分） 

     【１】 

【２】 

【３】 

【４】 

 

 

材料(１人分) 分量 摂取 kcal 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計 kcal         

３）作成した「私たちにできる、エシカル消費の朝ごはん」のおすすめのポイントをまとめよう！ 

 

 

 

 
   発展  和朝食の栄養バランスをチェックしてみよう！ 

 １群 ２群 ３群 ４群 ５群 ６群 

食

品 

肉類、魚介類、

卵、豆・豆製品 

乳製品、小魚、

海藻類 

緑黄色野菜 その他の野菜、

きのこ類、果物 

穀類、いも類、

砂糖類 

油脂類 

 ・栄養バランス（ 良い ・ まずまず ・ 偏り気味 ） 

  ・摂取した食品 （ １群 ・ ２群 ・ ３群 ・ ４群 ・ ５群 ・ ６群 ） 

  ・不足した食品群を補うとすると、どんなメニューを追加したらいいでしょうか？ 

   （                                   ） 

 

４）感想 

                                               

                                                                              

                                                                              

★前時までの授業で使用した資料の一部 

＜平成 27 年度版子ども・若者白書（全体版）内閣府より＞ 

 

 100 円朝食を様々な視点で考えよう。→エシカル消費につながる考え方 
①本当に大学の 100 円朝食は、100 円でできているのだろうか？ 

  ②卒業して社会人になったら、朝食はどうするのだろうか？ 
  ③家族をもったら、朝食はどうするのだろうか？ 
  ④いつも私たちが食べている朝食は、何円かかっているのだろうか？ 

⑤（あなたの感じた視点を記入しよう。）              ＜立命館生活協同組合 HP より＞ 
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消費生活啓発教材を開発する 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◆指導計画 

商業科 ３年生 課題研究 【京都府立木津高等学校】 

 

 

 

 
○ 知ることの大切さを学んだ。 

○ 被害にあわない方法やあったときの相談

先を学んだ。 

○ 消費者として問題意識を持つことの大切

さを学んだ。 

○ 身近に相談先があることが分かった。 

○ 様々な啓発教材を知ることができ、自分

○ 教材作成を通じてエシカル消費の概念を

知ることができた。 

○ 自分たちが考えた教材を小学生が楽しん

で体験してくれてうれしかった。 

○ 小学生とコミュニケーションをとりなが

ら一緒に体験できてよかった。 

○ 教材作りをとおしてエシカル消費につい

て学ぶことができた。 

大学機関、行政機関、学校等と連携することにより、

本物を知り、本物にふれることができ、生徒たちの内面

に迫る内容とした。 

 

 

省点 

生徒たちは、すごろくを作成することにより、エシカル

消費について調べ学習を行い、理解を深めることで、エ

シカル消費や自分たちの地域に目を向けることができ

た。 

また、多様な関係機関の講師の講演を聞き、その知

識を深めることにより、良い消費者について考えるよう

になり、正しい消費者としての行動を実践しようという気

持ちになった。 

さらに、小学生との交流も行動を実践しようとする気

持ちを高める要因となった。 

 

授業：小西弘朗氏（京都府立木津高等学校） 

 授業のねらい

生徒の反応

授業の工夫

感想・反省点

時 
指導内容 

＜連携先＞ 学習活動 
評価規準 

（評価の観点） 

１ 
２ 

消費者教育を知る 

＜消費生活相談員＞ 

○悪質商法を体感する。 

※教材：ホームページ「ゲームとミニ芝居で

身につけよう 悪質商法撃退法 (愛知県)」 

○悪質商法について、ホームページで調べ学習

を行う。 

○消費生活相談員の話を聞く。 

関心・意欲・態度 

知識・理解 

３ 
悪質商法の現状を知る 
＜木津警察署＞ 

○警部補から、特殊詐欺の現状について話を聞

く。 

○警部補から、被害を防ぐ取り組みについて話

を聞く。 
※YouTubeで京都府警察特殊詐欺被害防止替

え歌「サギの流行歌」を聴く。 

関心・意欲・態度 

知識・理解 

４ 
良い消費者になるには 
＜同志社女子大学＞ 

○現代社会学部の助教・鈴木尊明氏から、法か

ら見た販売業者の販売方法について講義を

受け、考える。 

関心・意欲・態度 

知識・理解、 

５ 
６ 

消費生活啓発教材調べ 
＜消費生活相談員＞ 

○消費生活相談員から、消費生活啓発教材につ

いての説明を聞く。 

○消費生活啓発教材の活用事例を知る。 

○自分が考える消費生活啓発教材について、種

類や使い方、アピールポイント、選んだ理由

などを発表する。 

思考・判断・表現 

知識・理解 

７ 
身近な消費者問題を知る 
＜相楽消費生活センター＞ 

○近隣の消費生活センター（相楽消費生活セン

ター）の職員から、消費生活センターの役割

及び消費生活相談員の仕事について話を聞

く。 

関心・意欲・態度 

知識・理解 

８ 消費生活啓発教材を知る 
＜消費生活相談員＞ 

○消費生活相談員から、実際の消費生活啓発教

材を紹介してもらう。 

・「コアラのハッピーおこづかいすごろく」 
（名古屋市消費生活センター） 

・「マナビィといっしょにおつかいすごろく」 
（文部科学省） 

・すごろく「滋賀県消費生活ゲーム」 
（滋賀県県民生活部県民活動生活課） 

思考・判断・表現 

知識・理解 

「良い消費者になるために」  

たちの作成に活かしたい。

　小学生及びその保護者向けの消費生活啓発教材の開発を通じて、消費者として

の正しい知識と適切に行動できる力を身につけさせる。
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時 
指導内容 

＜連携先＞ 学習活動 
評価規準 

（評価の観点） 

９ 

10 

消費者問題の相談先を知る 
＜木津警察署＞ 

○近隣の警察署（木津警察署）に行き、警察の

仕事を知る。 
関心・意欲・態度 

知識・理解 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

消費生活啓発教材作成 
＜消費生活相談員＞ 

○消費生活相談員から助言を受けながら、小学

生及びその保護者向けの消費生活啓発教材

を作成する。 
・教材のテーマを決める。 
・教材の分野を決める。 
・作成する物を考える。 
・消費生活啓発教材を作成する。 

思考・判断・表現 

技能 

19 

20 

消費生活啓発教材の発表① 

＜城山台小学校＞ 
○自分たちが考案した消費生活啓発教材のす

ごろく２種類を、小学生と一緒に体験する。 
思考・判断・表現 

技能 

21 

22 

23 

24 

消費生活啓発教材の改善 
＜消費生活相談員＞ 

○小学生の意見を参考に、すごろく盤やクイズ

の追加・修正など、消費生活啓発教材を改善

する。 

思考・判断・表現 

技能 

25 

26 

消費生活啓発教材の発表② 
＜城山台小学校＞ 

○自分たちが再度考案した消費生活啓発教材

のすごろく２種類を、小学生と一緒に体験す

る。 

思考・判断・表現 

技能 

27 
消費生活啓発教材の完成 
＜消費生活相談員＞ 

○消費生活啓発教材のすごろく２種類につい

て、発表する。 
思考・判断・表現 

技能 

★作成した消費生活啓発教材 すごろく 

 

  自分たちの身近な地域（山城地域）の特産物やエシカル消費に関する様々なマークなどを 
すごろくを通じて学び、地域やエシカル消費について考える機会とする。 

 
木津高校のやましろエシカルすごろく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木津高校のエシカル・スイーツすごろく 
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① 京都府の計画 29 

京都府消費者教育推進計画（平成 29 年３月改定） 

 

 

 

② 学習指導要領関連資料 40 

高等学校学習指導要領の改訂（案）のポイント 

※ 意見公募手続（パブリックコメント）の実施に係る関連資料 

※ 文部科学省ホームページより転載 

 

 

 

③ 消費者教育関連資料 43 

  ・消費者教育の推進に関する法律（概要） 

  ・消費者教育の推進に関する基本的な方針（概要） 

  ・消費者教育の体系イメージマップ 

  ※ 消費者庁ホームページより転載 
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切
に

す
る

心
な

ど
を

伝
え

て
い

く

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
。

▲

保
護

者
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
安

全
に

使
う

た
め

の
注

意
点

を
十

分
承

知
し

て
い

な
か

っ
た

り
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
に

つ
い

て
家

庭
の

ル
ー

ル
を

決
め

て
い

る
こ

と
の

認
識

が
、

保
護

者
は

約
８

割
、

子
ど

も
は

約
６

割
と

な
っ

て
お

り
、

ギ
ャ

ッ
プ

が
生

じ
て

い
る

。
（

図
５

－
１

）

-1
-

１
改
定
の
趣
旨

（
１
）
推
進
計
画
改
定
の
趣
旨

京
都

府
で

は
、

京
都

府
消

費
生

活
安

全
条

例
（

平
成

1
9
年

京
都

府
条

例
第

９
号

）
、

京
都

府
安

心
･

安
全

な
消

費
生

活
の

実
現

を
目

指
す

行
動

計
画
（

平
成

2
7
年

度
改

定
、
以

下
「

行
動

計
画

」
と

い
う

。
）

及
び

京
都

府
消

費
者

教
育

推
進

計
画

（
平

成
2
6
年

度
策

定
、

以
下

「
推

進
計

画
」

と
い

う
。
）

に
基

づ
き

、
消

費
者

被
害

を
防

止
す

る
と

と
も

に
消

費
者

の
自

立
を

支
援

す
る

た
め

の
各

種
施

策
を

実
施

し
て

き
た

。

消
費

者
を

取
り

巻
く

状
況

は
、

ネ
ッ

ト
社

会
の

急
激

な
進

展
や

加
速

化
す

る
高

齢
化

、
消

費
生

活

に
お

け
る

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
な

ど
に

よ
り

変
化

を
続

け
て

い
る

。
新

し
い

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
、

取
引

手
法

が
次

々
と

現
れ

、
消

費
者

の
選

択
肢

が
広

が
り

、
利

便
性

が
高

ま
る

反
面

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

取
引

に
係

る
ト

ラ
ブ

ル
（

以
下

「
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

」
と

い
う

。
）

の
増

加
、

高
齢

消
費

者
被

害
の

高
止

ま
り

な
ど

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
は

複
雑

化
・

多
様

化
・

悪
質

化
し

、
消

費
者

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
教

育
が

ま
す

ま
す

必
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

。

さ
ら

に
、

環
境

問
題

等
地

球
規

模
の

様
々

な
問

題
が

深
刻

化
す

る
中

で
、

消
費

行
動

を
通

じ
て

社

会
に

貢
献

す
る

消
費

者
育

成
へ

の
社

会
的

要
請

が
高

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

、
地

球
規

模
の

課
題

だ
け

で
な

く
、

地
産

地
消

に
よ

り
昔

か
ら

｢
四

里
四

方
に

病
な

し
｣
な

ど
と

言
わ

れ
る

よ
う

に
、

健
康

で
快

適
な

食
生

活
を

送
る

と
と

も
に

、
地

場
産

業
の

振
興

や
地

域
社

会
の

活
性

化
に

貢
献

す
る

な
ど

消
費

を
通

じ
て

地
域

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
う

し
た

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
主

体
的

に
考

え
積

極
的

に
行

動
す

る
消

費
者

を
育

成
す

る
教

育
の

重
要

性
が

増
し

て
い

る
。

国
に

お
い

て
は

、
民

法
の

成
年

年
齢

が
引

き
下

げ
ら

れ
た

場
合

に
新

た
に

成
年

と
な

る
者

の
消

費

者
被

害
の

防
止

･
救

済
の

た
め

の
対

応
策

に
つ

い
て

、
消

費
者

委
員

会
か

ら
消

費
者

庁
に

回
答

さ
れ

た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
ま

た
、

第
二

期
消

費
者

教
育

推
進

会
議

に
お

い
て

、
消

費
者

教
育

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
方

針
（

以
下

「
基

本
方

針
」

と
い

う
。
）

の
中

間
的

な
見

直
し

が
行

わ
れ

て
お

り
、

社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
、

今
後

、
取

組
を

強
化

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
、

今
年

度
中

に
提

案
が

行
わ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。

こ
う

し
た

消
費

者
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
や

、
国

の
動

向
、

推
進

計
画

の
実

施
状

況
等

を
踏

ま

え
、

消
費

者
団

体
・

事
業

者
団

体
な

ど
多

様
な

主
体

と
連

携
･
協

働
し

、
消

費
者

教
育

に
こ

れ
ま

で

以
上

に
積

極
的

に
取

り
組

む
た

め
、

推
進

計
画

を
改

定
す

る
。

（
２
）
推
進
計
画
の
位
置
づ
け

推
進

計
画

は
、

京
都

府
消

費
生

活
安

全
条

例
第

７
条

の
規

定
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
消

費
生

活

を
実

現
す

る
た

め
に

策
定

し
た

行
動

計
画

に
お

け
る

消
費

者
教

育
に

関
す

る
項

目
に

つ
い

て
、

そ
の

内
容

を
充

実
強

化
し

、
策

定
す

る
も

の
で

あ
る

。

ま
た

、
消

費
者

教
育

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
4
年

８
月

2
2
日

法
律

第
6
1
号

）
第

1
0
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

国
の

基
本

方
針

を
踏

ま
え

策
定

す
る

計
画

と
す

る
。

（
３
）
推
進
計
画
の
期
間

推
進

計
画

の
期

間
は

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
平

成
3
1
年

度
ま

で
の

３
年

間
と

す
る

。

*1
消
費
者
向
け
電
子
商
取

引

企
業

と
消

費
者

の
間

に
お

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

技
術

を
用

い
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を

介
し

て
の

商
取

引
が

行
わ

れ
、

か
つ

、
そ

の
成

約
金

額
が

捕
捉

さ
れ

る
取

引
（

電
子

商
取

引
に

関
す

る
市

場
調

査
の

定
義
よ
り
）

-2
-

２
消

費
者

教
育

を
巡

る
状

況

（
１

）
消

費
者

を
取

り
巻

く
状

況
の

変
化

ア
成

年
年

齢
引

き
下
げ

の
動

き

▲

民
法

の
成

年
年

齢
を

18
歳

に
引

き
下

げ
る

法
案

を
国

会
に

提
出

す
る

動
き

が
出

て
い

る
。

▲

京
都

府
の

消
費

生
活

相
談

を
見

る
と

、
契

約
当

事
者

が
18

～
19

歳
の

相
談

件
数

に
比

べ
、

成

年
に

達
し

た
直

後
の

2
0
～

2
2歳

の
相

談
件

数
の

方
が

多
く

、
ま

た
、

契
約

金
額

も
高

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
若

年
者

の
消

費
者

被
害

の
拡

大
を

防
止

す
る

取
組

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

（
図
１
－
１
、
図
１
－
２
）

図
１

－
１

2
0
歳

前
後

の
年

齢
別

相
談

件
数

平
成
2
7
年
度

京
都

府
に
お

け
る

消
費

生
活

相
談
（

京
都

府
）

図
１

－
２

相
談

１
件

当
た

り
の

平
均

契
約

金
額

平
成

2
7年

度
京

都
府
に

お
け

る
消

費
生
活

相
談
（

京
都

府
）

イ
ネ

ッ
ト

社
会

の
急
激

な
進

展
に

よ
る

ト
ラ

ブ
ル

増
加

▲

経
済

産
業

省
の

「
平

成
2
7年

度
我

が
国

経
済

社
会

の
情

報
化

・
サ

ー
ビ

ス
化

に
係

る
基

盤
整

備
（

電
子

商
取

引
に

関
す

る
市

場
調

査
）
」

に
よ

る
と

、
我

が
国

の
消

費
者

向
け

電
子

商
取

引
*1

の
市

場
規

模
は

増
加

し
て

お
り

、
平

成
2
7年

は
1
3
.8

兆
円

で
、

10
年

前
の

約
４

倍
と

な
っ

て
い

る
。

携
帯

電
話

・
Ｐ

Ｈ
Ｓ

の
世

帯
普

及
率

は
９

割
を

超
え

、
中

で
も

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

（
以

下
｢
ス

マ
ホ

｣
と

い
う

。
）

は
、

７
割

以
上

の
世

帯
に

普
及

し
て

い
る

。

▲

京
都

府
の

消
費

生
活

相
談

を
見

る
と

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス

や
携

帯
電

話
の

販
売

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

回
線

の
接

続
な

ど
の

情
報

通
信

に
関

す
る

相
談

件
数

が
突

出
し

、
全

体
の

約
４

分
の

１
と

な
っ

て
い

る
。
（
図
２
）

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画
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*1
京
都
く
ら
し
の
安
心
・

安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広
域

化
、

複
雑

化
、

悪
質

化
す

る
消

費
者

問
題

に
迅

速
に

対
応

し
、

消
費

者
被

害
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
、

早

期
救

済
を

図
る

た
め

、
府

が
平

成
1
8
年

に
設

立
、

消
費

者
団

体
･
事

業
者

団
体

・
福
祉

団
体

等
5
5
団

体
(
平

成
2
9
年

１

月
現
在
)で

構
成

-7
-

ウ
消

費
者

団
体

等
に

よ
る

消
費

者
教

育

▲

京
都

く
ら

し
の

安
心

･
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
*1

を
は

じ
め

と
す

る
団

体
等

が
、

見
守

り
や

声

か
け

運
動

、
街

頭
啓

発
な

ど
を

府
内

各
地

で
展

開
し

て
い

る
。

ま
た

、
消

費
者

団
体

や
専

門

家
団

体
等

が
専

門
的

な
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

を
い

か
し

た
講

座
等

を
実

施
し

て
い

る
。
し

か
し

、

各
団

体
は

個
々

に
活

動
し

て
お

り
、

連
携

し
た

取
組

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

エ
事

業
者

等
に

よ
る

消
費

者
教

育

▲

事
業

者
等

に
は

、
お

客
様

相
談

室
な

ど
に

寄
せ

ら
れ

る
消

費
者

の
声

を
顧

客
満

足
度

の
向

上
に

活
か

す
と

と
も

に
、

消
費

者
目

線
に

立
っ

た
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

▲

事
業

者
等

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
で

の
情

報
提

供
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

学

校
等

へ
の

出
前

講
座

等
の

消
費

者
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
こ

う
し

た
取

組
を

更
に

広
げ

て
い

く
必

要
が

あ
り

、
課

題
と

し
て

は
人

材
不

足
、

活
動

資
金

不
足

や
経

営
者

の
理

解
促

進
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。
（
図
７
）

▲

消
費

者
の

行
動

は
、

事
業

者
の

商
品

等
に

係
る

情
報

提
供

に
大

き
な

影
響

を
受

け
て

お
り

、

事
業

者
、
事

業
者

団
体

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
の

消
費

者
教

育
の

担
い

手
と

し
て

の
役

割
は

重
要

で
あ

る
。

▲

ま
た

、
事

業
者

は
、

従
業

員
に

対
し

て
、

研
修

等
の

実
施

を
通

じ
て

、
消

費
生

活
に

関
す

る

知
識

や
理

解
を

深
め

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

図
７

企
業

の
消

費
者

啓
発

・
教

育
の

取
組

内
容

「
消

費
者
教

育
・
啓

発
に
か

か
わ

る
ア
ン

ケ
ー
ト

」（
公

益
社

団
法
人

消
費
者

関
連
専

門
家
会

議
(
AC
AP
)平

成
2
6年

９
月

）

*1
消
費
者
市
民
社
会

消
費

者
市

民
社

会
と

は
、

消
費

者
一

人
一

人
が

、
自

分
だ

け
で

な
く

周
り

の
人

々
や

、
将

来
生

ま
れ

る
人

々
の

状

況
、

内
外

の
社

会
経

済
情

勢
や

地
球

環
境

に
ま

で
思

い
を

馳
せ

て
生

活
し

、
社

会
の

発
展

と
改

善
に

積
極

的
に

参
加

す
る
社
会
を
意
味
し
て

い
る
。
（「

平
成
2
5年

度
消
費
者
白
書
」
コ
ラ

ム
か
ら
）

-8
-

オ
京

都
府

の
主

な
取
組

○
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

の
養

成

若
い

世
代

に
消

費
者

教
育

を
行

う
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
し

て
い

る
。

○
く

ら
し

の
安

心
推

進
員

の
養

成

身
近

な
高

齢
者

等
へ

注
意

喚
起

、
声

か
け

等
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

等
と

連
携

し
て

出

前
講

座
な

ど
を

実
施

す
る

く
ら

し
の

安
心

推
進

員
を

養
成

し
て

い
る

。

○
京

都
く

ら
し

の
安

心
・

安
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動

府
が

設
置

し
た

京
都

く
ら

し
の

安
心

･
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、

構
成

団
体

が
相

互

に
消

費
生

活
に

関
す

る
情

報
の

共
有

を
図

り
な

が
ら

、
連

携
・

協
働

し
て

府
内

の
各

地
域

に
お

い
て

見
守

り
や

声
か

け
運

動
を

実
施

し
て

い
る

。

○
消

費
者

教
育

支
援

サ
イ

ト
に

よ
る

情
報

提
供

各
団

体
が

行
っ

て
い

る
消

費
者

教
育

等
の

情
報

が
容

易
に

入
手

で
き

る
よ

う
に

、
京

都
府

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

に
消

費
者

教
育

支
援

サ
イ

ト
を

構
築

し
、

運
営

し
て

い
る

。

＜
課

題
＞

▲

消
費

者
教

育
の

担
い

手
（

教
員

、
団

体
、

消
費

者
等

）
の

更
な

る
育

成
と

活
用

▲

消
費

者
教

育
の

担
い

手
の

連
携

・
協

働
や

消
費

者
教

育
活

動
へ

の
支

援

▲

消
費

者
教

育
を

担
う

教
員

に
対

す
る

専
門

的
な

支
援

（
４

）
消

費
者

意
識

・
行

動
の

現
状

と
課

題

ア
消

費
者

市
民

社
会

▲

内
閣

府
が

行
っ

た
調

査
で

は
、

消
費

者
市

民
社

会
*1

の
言

葉
・

内
容

と
も

に
知

ら
な

い
人

が

７
割

を
超

え
て

お
り

、
消

費
者

市
民

社
会

の
理

念
の

普
及

に
更

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
（
図

８
） 一

方
、
「

自
分

の
消

費
行

動
が

社
会

に
影

響
を

与
え

る
」

と
思

っ
て

い
る

人
は

６
割

を
超

え

て
お

り
、
消

費
行

動
の

社
会

へ
の

影
響

に
つ

い
て

の
理

解
は

進
ん

で
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

（
図
９
）

*1
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ソ
ー

シ
ャ

ル
･
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
･
サ

ー
ビ

ス
の

略
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯

回
線

を
通

じ
て

オ
ン

ラ
イ
ン

上

で
不
特
定
多
数
の
人
が

交
流
を
図
る
サ
イ
ト

の
総
称
。
主
な
も
の
に

、
Fa
ce
b
oo
k、

T
wi
t
te
rな

ど
が

あ
る
。

-5
-

▲

相
談

内
容

を
見

る
と

、
小

学
生

は
オ

ン
ラ

イ
ン

ゲ
ー

ム
等

、
中

･
高

･
大

学
生

は
ア

ダ
ル

ト

情
報

サ
イ

ト
の

ワ
ン

ク
リ

ッ
ク

請
求

・
有

料
サ

イ
ト

の
架

空
請

求
の

詐
欺

等
ス

マ
ホ

等
を

通

じ
て

被
害

に
あ

う
若

年
者

が
増

加
し

て
い

る
。

ま
た

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

*1
を

利
用

し
て

ト
ラ

ブ
ル

に
巻

き
込

ま
れ

る
相

談
が

、
1
0
～

2
0歳

代
の

若
年

者
で

増
加

し
て

い
る

。
（
図
５
－
２
）

図
５

－
１

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

に
関

す
る

家
庭

の
ル

ー
ル

平
成
27
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査

（
内
閣

府
）

図
５

－
２

Ｓ
Ｎ

Ｓ
関

係
相

談
件

数

平
成

2
7年

度
京

都
府
に

お
け

る
消

費
生
活

相
談
（

京
都

府
）

ウ
地

域
に

お
け

る
消

費
者

教
育

▲

被
害

防
止

等
を

中
心

と
し

た
各

種
講

座
等

に
は

多
く

の
高

齢
者

が
参

加
し

て
い

る
が

、
配

慮
の

必
要

な
高

齢
者

等
に

対
し

て
は

、
家

族
や

近
隣

等
身

近
な

人
々

、
福

祉
関

係
者

や
金

融

機
関

等
様

々
な

団
体

に
よ

り
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
見

守
り

活
動

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

▲

府
内

市
町

村
の

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

等
で

、
講

習
会

な
ど

の
消

費
者

教
育

を
行

っ
て

い
る

の
は

全
体

の
６

割
程

度
と

な
っ

て
い

る
。
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
希

薄
化

し
て

い
る

中
で

、

公
民

館
な

ど
様

々
な

主
体

が
高

齢
者

大
学

な
ど

消
費

者
教

育
関

連
の

事
業

を
実

施
し

て
い

る

が
、

こ
う

し
た

取
組

の
更

な
る

拡
大

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

エ
京

都
府

の
主

な
取

組

○
消

費
生

活
相

談
員

に
よ

る
出

前
講

座
の

積
極

的
な

展
開

学
校

等
へ

働
き

か
け

、
消

費
生

活
相

談
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
の

対

処
方

法
や

消
費

者
市

民
社

会
に

お
け

る
消

費
者

の
役

割
な

ど
を

内
容

と
す

る
出

前
講

座
を

実
施

し
て

い
る

。

○
市

町
村

と
の

共
催

に
よ

る
消

費
者

教
育

講
座

の
開

催

地
域

に
お

け
る

消
費

者
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
京

都
府

と
市

町
村

の
共

催
に

よ
り

、
府

民

に
関

心
の

高
い

テ
ー

マ
で

消
費

者
教

育
講

座
を

開
催

し
て

い
る

。

○
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

の
取

組
支

援

大
学

生
の

消
費

者
リ

ー
ダ

ー
が

、
大

学
生

等
を

対
象

と
し

た
消

費
者

教
育

講
座

を
企

画
・

実

施
す

る
ほ

か
、

子
ど

も
の

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
防

止
等

の
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

の
正

し
い

-6
-

利
用

方
法

等
に

つ
い

て
、

小
学

校
や

児
童

館
等

で
出

前
講

座
を

行
っ

て
お

り
、

府
は

、
教

材
の

開
発

、
運

営
等

に
対

す
る

助
言

等
の

支
援

を
し

て
い

る
。

○
府

民
協

働
防

犯
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

と
連

携
し

た
啓

発
活

動
等

の
実

施

府
民

協
働

防
犯

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
自

治
会

、
防

犯
団

体
、

福
祉

団
体

等
の

様
々

な
地

域
団

体

と
連

携
し

て
出

前
講

座
を

行
う

と
と

も
に

、
日

常
的

、
定

期
的

な
見

守
り

や
声

か
け

活
動

を
支

援
し

て
い

る
。

＜
課

題
＞

▲

成
年

年
齢

の
引

き
下

げ
の

動
き

や
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

の
増

加
へ

の
対

応

▲

高
齢

者
被

害
の

未
然

防
止

の
た

め
の

教
育

の
充

実
や

見
守

り
の

強
化

▲

消
費

者
教

育
の

機
会

拡
大

と
内

容
の

充
実

（
３

）
消

費
者

教
育

の
担

い
手

の
現

状
と

課
題

ア
教

員
に

よ
る

消
費
者

教
育

▲

学
校

で
は

、
社

会
科

、
家

庭
科

、
公

民
科

な
ど

の
各

教
科

に
お

い
て

消
費

者
教

育
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、

教
員

に
は

､
消

費
者

教
育

の
推

進
役

と
し

て
の

役
割

が
期

待
さ

れ
て

い
る

が
、

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
は

日
々

変
化

し
、

複
雑

化
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
情

報
が

入
手

し
に

く

い
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
教

員
に

対
し

消
費

者
教

育
に

係
る

最
新

の
情

報
や

わ
か

り
や

す

い
教

材
等

を
積

極
的

に
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。

イ
消

費
者

（
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

等
）

に
よ

る
消

費
者

教
育

▲

大
学

生
の

消
費

者
リ

ー
ダ

ー
が

消
費

者
教

育
講

座
を

開
催

し
た

り
、

く
ら

し
の

安
心

推
進

員
が

声
か

け
や

見
守

り
等

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
が

、
人

数
や

活
動

は
地

域
に

よ
り

偏
り

が
あ

り
、

十
分

に
行

わ
れ

て
い

な
い

地
域

も
見

ら
れ

、
今

後
、

活
動

の
機

会
を

更
に

拡
大

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
（
図
６
）

図
６

く
ら

し
の

安
心

推
進

員
の

啓
発

活
動

（
普

段
の

活
動

）
（

複
数

回
答

）

く
ら
し

の
安
心

推
進
員

啓
発

活
動
に

関
す

る
調
査

（
京
都

府
・
平

成
2
8年

３
月
）

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画
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*1
グ
リ
ー
ン
購
入

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

購
入

す
る

際
に

、
環

境
を

考
慮

し
て

、
必

要
性

を
よ

く
考

え
、

環
境

へ
の

負
荷

が
で

き
る

だ

け
少

な
い

も
の

を
選

ん
で

購
入

す
る

こ
と

。
環

境
配

慮
の

方
法

と
し

て
は

、
省

エ
ネ

、
省

資
源

、
廃

棄
物

の
削

減
や

有
害
物
質
の
不
使
用
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

*2
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

開
発

途
上

国
の

原
料

や
製

品
を

適
正

な
価

格
で

継
続

的
に

購
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

開
発

途
上

国
の

生
産

者
や

労

働
者

の
生

活
改

善
と

自
立

を
目

指
す

貿
易

の
し

く
み

の
こ

と
。

労
働

者
に

適
正

な
賃

金
が

支
払

わ
れ

る
こ

と
や

、
労

働
環

境
の

改
善

、
自

然
環

境
へ

の
配

慮
、

地
域

の
社

会
・

福
祉

へ
の

貢
献

、
子

ど
も

の
権

利
の

保
護

及
び

児
童

労
働

の
撤
廃
な
ど
が
含
ま
れ

る
。

*3
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

食
生

活
や

食
文

化
を

根
本

か
ら

考
え

て
い

こ
う

と
す

る
活

動
の

こ
と

。
伝

統
的

な
食

材
や

料
理

方
法

を
守

る
こ

と

や
、

質
の

良
い

食
品

や
そ

れ
を

提
供

す
る

小
生

産
者

を
守

る
こ

と
、

消
費

者
に

味
覚

の
教

育
を

進
め

る
こ

と
な

ど
が

含
ま
れ
る
。

*4
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア

家
畜

の
劣

悪
な

飼
育

環
境

の
改

善
や

残
虐

行
為

な
ど

の
防

止
を

目
的

と
し

て
生

ま
れ

た
考

え
方

の
こ

と
。

家
畜

だ

け
で

は
な

く
、

愛
玩

動
物

、
展

示
動

物
(
動

物
園

等
)
、

実
験

動
物

な
ど

、
人

間
の

飼
育

下
に

お
か

れ
た

全
て

の
動

物

に
対

す
る

福
祉

の
基

本
と

し
て

、
動

物
に

飢
え

や
苦

痛
、

不
快

感
を

与
え

な
い

こ
と

や
、

十
分

に
行

動
で

き
る

ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

-1
1
-

の
消

費
、
「

社
会

へ
の

配
慮

」
と

し
て

は
、

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
商

品
や

寄
付

付
き

の
商

品
等

の

消
費

、
「

環
境

へ
の

配
慮

」
と

し
て

は
、

エ
コ

商
品

、
リ

サ
イ

ク
ル

商
品

、
資

源
保

護
等

に
関

す
る

認
証

が
あ

る
商

品
等

の
消

費
、
「

地
域

へ
の

配
慮

」
と

し
て

は
、

地
産

地
消

や
被

災
地

産

品
の

消
費

等
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

▲
京

都
府

で
は

、
平

成
2
8
年

２
月

に
「

エ
シ

カ
ル

消
費

･
商

品
等

に
関

す
る

意
識

行
動

調
査

」

を
行

っ
た

が
、

環
境

配
慮

型
製

品
を

選
ん

で
購

入
す

る
グ

リ
ー

ン
購

入
*1
、

社
会

的
・

経
済

的

に
立

場
の

弱
い

生
産

者
に

対
し

て
公

正
な

賃
金

や
労

働
条

件
を

保
証

し
た

価
格

で
商

品
を

購
入

す
る

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
*2
、

伝
統

的
な

食
材

・
料

理
方

法
や

そ
の

生
産

者
を

守
る

こ
と

な
ど

を

内
容

と
す

る
ス

ロ
ー

フ
ー

ド
*3
、

家
畜

を
快

適
な

環
境

で
飼

育
す

る
こ

と
な

ど
を

内
容

と
す

る

ア
ニ

マ
ル

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

*4
を

あ
げ

て
、

内
容

を
説

明
し

た
後

、
賛

同
す

る
か

ど
う

か
尋

ね
た

と
こ

ろ
、

各
項

目
と

も
約

６
割

の
人

が
｢
賛

同
す

る
｣
と

回
答

し
て

お
り

、
エ

シ
カ

ル
消

費
の

考

え
方

は
府

民
に

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

と
い

え
る
。
（

図
1
3
）

図
1
3

エ
シ

カ
ル

消
費

に
関

す
る

意
識

エ
シ

カ
ル
消
費
・
商
品
等
に

関
す
る
意
識
行
動
調

査
（
京
都
府
・
平
成
2
8年

２
月
）

-1
2
-

▲

消
費

者
が

エ
シ

カ
ル

消
費

に
つ

い
て

知
り

た
い

こ
と

と
し

て
は

、
｢
ど

の
よ

う
な

商
品

等
が

あ
る

の
か

｣
が

５
割

強
、

｢
ど

こ
で

販
売

さ
れ

て
い

る
の

か
｣が

４
割

強
、

次
い

で
｢エ

シ
カ

ル
商

品
は

ど
の

よ
う

な
社

会
貢

献
を

し
て

い
る

か
｣｢

エ
シ

カ
ル

消
費

に
係

る
世

界
、

日
本

、
京

都
で

の
取

組
｣
と

な
っ

て
い

る
。
（

図
14
）

図
1
4

エ
シ

カ
ル

消
費

に
つ

い
て

知
り

た
い

こ
と

エ
シ

カ
ル
消
費
・
商
品
等
に

関
す
る
意
識
行
動
調

査
（
京
都
府
・
平
成
2
8年

２
月
）

▲

今
後

、
エ

シ
カ

ル
消

費
を

広
め

て
い

く
に

あ
た

っ
て

は
、

地
球

環
境

の
保

全
な

ど
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
だ

け
で

な
く

、
京

都
な

ら
で

は
の

伝
統

・
文

化
に

裏
打

ち
さ

れ
た

商
品

の
消

費
が

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
と

い
っ

た
こ

と
も

含
む

幅
広

い
考

え
方

で
あ

る
こ

と
を

普
及

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

エ
京

都
府

の
主

な
取

組

○
消

費
者

市
民

社
会

等
に

係
る

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

や
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

の
募

集
・

普
及

消
費

者
団

体
・

事
業

者
団

体
等

と
連

携
し

、
消

費
者

教
育

に
関

す
る

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

を
開

催

す
る

と
と

も
に

、
消

費
者

市
民

社
会

な
ど

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

の
募

集
や

選
定

を
行

い
、

そ
の

普
及

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
エ

シ
カ

ル
消

費
・

商
品

等
に

関
す

る
意

識
・

行
動

調
査

の
実

施

エ
シ

カ
ル

消
費

・
商

品
等

に
関

す
る

意
識

･
行

動
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

、
エ

シ
カ

ル
消

費
･

商
品

等
に

対
す

る
理

解
の

促
進

を
図

っ
て

い
る

。

○
環

境
教

育
・

食
育

等
関

連
教

育
の

実
施

消
費

生
活

に
関

連
す

る
教

育
に

つ
い

て
は

、
新

環
境

基
本

計
画

に
基

づ
き

環
境

教
育

や
環

境

問
題

の
普

及
・

啓
発

を
、

第
３

次
食

育
推

進
計

画
に

基
づ

き
様

々
な

食
育

を
推

進
し

て
い

る
。

○
様

々
な

媒
体

や
機

会
を

利
用

し
た

啓
発

消
費

者
教

育
の

機
会

が
増

え
、

消
費

者
市

民
社

会
の

理
解

が
深

ま
る

よ
う

、
新

聞
、

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
様

々
な

媒
体

で
啓

発
し

て
い

る
。

＜
課

題
＞

▲

消
費

者
が

消
費

行
動

を
通

じ
て

、
公

正
か

つ
持

続
可

能
な

社
会

の
形

成
に

積
極

的
に

参
加

す

る
消

費
者

市
民

社
会

の
一

層
の

普
及

-9
-

図
８

消
費

者
市

民
社

会
の

認
知

に
対

す
る

意
識

平
成

27
年
度
消

費
者
行

政
の
推

進
に
係

る
世
論

調
査

（
内

閣
府

）

図
９

自
分

の
消

費
行

動
が

社
会

に
与

え
る

影
響

に
対

す
る

認
識

平
成
2
7年

度
消
費

者
行
政

の
推
進

に
係
る

世
論
調

査

（
内

閣
府
）

▲

京
都

府
が

行
っ

た
調

査
で

、
消

費
者

市
民

社
会

の
内

容
を

説
明

し
た

後
、

賛

否
を

聞
い

た
と

こ
ろ

、
約

７
割

の
人

が

賛
同

す
る

（
「

賛
同

す
る

」
「

や
や

賛
同

す
る

」
の

合
計

）
と

回
答

し
て

お
り

、

今
後

、
普

及
啓

発
を

進
め

る
こ

と
に

よ

り
、

消
費

者
市

民
社

会
に

対
す

る
認

識

が
更

に
進

む
と

想
定

さ
れ

る
。
（
図
1
0
）

図
10

消
費

者
市

民
社

会
に

対
す

る
考

え
方

エ
シ
カ

ル
消

費
・

商
品

等
に

関
す

る
意

識
行
動

調
査

（
京

都
府
・

平
成

28
年

２
月
）

イ
消

費
行

動

▲

買
い

物
を

す
る

際
に

｢
価

格
の

手
頃

さ
｣
や

｢
安

全
性

の
高

さ
｣
を

意
識

す
る

人
は

多
い

が
、

｢
地

球
環

境
に

よ
い

｣
、
「

地
域

の
活

性
化

」
や

｢
社

会
的

弱
者

へ
の

貢
献

｣
を

意
識

す
る

人
は

１

～
２

割
で

あ
り

、
消

費
者

が
価

格
に

敏
感

で
、

商
品

等
の

安
全

性
を

重
要

視
し

て
い

る
こ

と

が
わ

か
る

。
（
図
1
1
）

図
1
1

買
い

物
を

す
る

際
に

意
識

す
る

こ
と

（
上

位
５

つ
ま

で
選

択
）

エ
シ

カ
ル
消
費
・
商
品
等
に

関
す
る
意
識
行
動
調

査
（
京
都
府
・
平
成
2
8年

２
月
）

*1
消
費
者
基
本
計
画

消
費

者
基

本
法

（
昭

和
4
3
年

法
律

第
7
8
号

）
第

９
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

政
府

が
消

費
者

政
策

の
計

画
的

な
推

進

を
図

る
た

め
、

①
長

期
的

に
講

ず
べ

き
消

費
者

政
策

の
大

綱
、

②
消

費
者

政
策

の
計

画
的

な
推

進
を

図
る

た
め

に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
定

め
た
消
費
者
政
策
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
計
画

-1
0
-

▲

一
方

、
｢
不

必
要

な
包

装
を

断
っ

た
り

、
マ

イ
バ

ッ
グ

の
持

参
｣
は

８
割

の
人

が
、

｢
食

品
ロ

ス
を

防
ぐ

観
点

か
ら

の
買

い
過

ぎ
防

止
｣
は

７
割

の
人

が
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

｢
製

品
が

故

障
し

た
と

き
な

ど
に

メ
ー

カ
ー

に
申

し
出

る
｣
や

｢
説

明
が

不
十

分
な

事
業

者
等

か
ら

商
品

を

購
入

し
な

い
｣
と

す
る

人
は

約
５

割
と

な
っ

て
お

り
、

積
極

的
に

行
動

し
よ

う
と

す
る

消
費

者

が
増

え
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
る

。
（
図
1
2
）

図
1
2

普
段

の
行

動

エ
シ

カ
ル
消
費
・
商
品
等
に

関
す
る
意
識
行
動
調

査
（
京
都
府
・
平
成
2
8年

２
月
）

ウ
エ

シ
カ

ル
消

費

▲

消
費

者
の

身
近

な
と

こ
ろ

で
商

品
の

生
産

・
消

費
・

廃
棄

が
行

わ
れ

て
い

た
時

代
と

異
な

り
、

今
日

で
は

、
世

界
中

の
様

々
な

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
を

入
手

し
､
消

費
で

き
る

よ
う

に
な

っ

た
。

こ
の

結
果

、
消

費
者

が
生

産
や

廃
棄

に
よ

り
社

会
や

環
境

に
ど

の
よ

う
な

負
担

や
影

響
が

生
じ

て
い

る
か

を
意

識
し

な
い

ま
ま

、
大

量
に

消
費

が
行

わ
れ

、
食

品
ロ

ス
の

問
題

や
地

球
温

暖
化

な
ど

の
環

境
問

題
、

途
上

国
の

貧
困

や
児

童
労

働
、

雇
用

な
ど

の
社

会
的

課
題

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

消
費

者
自

ら
の

日
常

的
な

消
費

行
動

が
、

環
境

・
社

会
・

文
化

等
の

幅
広

い
分

野
に

お
い

て
、

影
響

を
及

ぼ
し

得
る

こ
と

へ
の

理
解

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
消

費
者

基
本

計
画

*1
に

お
い

て
は

、
「

地
域

の
活

性
化

や
雇

用
な

ど

も
含

む
、

人
や

社
会

・
環

境
に

配
慮

し
た

消
費

行
動
」
（

エ
シ

カ
ル

消
費

（
倫

理
的

消
費

）
）

を

推
進

し
て

い
く

こ
と

が
盛

り
込

ま
れ

た
。

消
費

者
庁

の
「
『

倫
理

的
消

費
』
調

査
研

究
会

中
間

取
り

ま
と

め
」（

平
成

2
8年

６
月

）
で

は
、

具
体

的
な

消
費

行
動

の
例

と
し

て
、
「

人
へ

の
配

慮
」

と
し

て
は

障
害

者
支

援
に

繋
が

る
商

品

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画
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-1
5
-

○
二

次
被

害
を

防
止

す
る

た
め

被
害

経
験

者
へ

の
架

電
等

に
よ

る
注

意
喚

起
＜

拡
充

＞

一
度

被
害

に
あ

っ
た

人
が

再
び

勧
誘

さ
れ

被
害

を
受

け
る

な
ど

の
い

わ
ゆ

る
二

次
被

害
を

防
止

す

る
た

め
、

被
害

経
験

者
へ

架
電

等
に

よ
り

個
別

に
注

意
喚

起
を

実
施

ウ
消

費
者

教
育

の
機

会
拡

大
と

体
系

的
な

教
育

の
拡

充

○
消

費
者

教
育

推
進

校
で

消
費

者
教

育
の

モ
デ

ル
授

業
例

を
作

成
、

普
及

＜
新

規
＞

中
学

校
、

高
等

学
校

へ
働

き
か

け
、

消
費

者
教

育
推

進
校

を
指

定
し

、
消

費
者

教
育

の
モ

デ
ル

授

業
例

（
指

導
案

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

）
を

作
成

、
府

内
学

校
へ

普
及

○
小

･
中

･高
校

等
で

の
出

前
講

座
の

積
極

展
開

＜
拡

充
＞

小
・

中
・

高
校

等
に

お
い

て
、

自
ら

進
ん

で
消

費
生

活
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
、

適
切

な
行

動

に
結

び
つ

け
る

こ
と

等
を

内
容

と
す

る
出

前
講

座
を

実
施

○
保

護
者

等
を

対
象

と
し

た
消

費
者

教
育

講
座

等
の

実
施

＜
拡

充
＞

家
庭

内
の

事
故

や
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
被

害
を

防
ぐ

た
め

、
保

護
者

等
に

対
し

製
品

事
故

や
ネ

ッ
ト

取
引

に
関

す
る

講
座

を
実

施

食
べ

物
や

資
源

の
大

切
さ

、
約

束
を

守
る

こ
と

等
を

教
え

る
た

め
、

就
学

前
の

子
ど

も
と

保
護

者
が

一
緒

に
学

ぶ
出

前
講

座
等

を
児

童
館

等
に

お
い

て
実

施

○
大

学
等

で
の

消
費

者
教

育
講

座
の

実
施

機
会

の
拡

大
＜

拡
充

＞

大
学

等
に

消
費

者
教

育
講

座
の

実
施

を
働

き
か

け
、

大
学

生
等

に
対

す
る

消
費

者
教

育
の

機
会

を
拡

大

○
従

業
員

向
け

講
座

の
実

施
＜

拡
充

＞

事
業

者
、

事
業

者
団

体
の

研
修

で
消

費
者

教
育

が
取

り
上

げ
ら

れ
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

と
と

も

に
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
確

立
も

含
め

た
就

労
者

向
け

の
出

前
講

座
を

実
施

－
目

標
－

►
消

費
者

教
育

を
テ

ー
マ

と
す

る
講

座
の

開
催

数
（

年
間

）

・
小

・
中

・
高

校
・

支
援

学
校

等

1
0
0
講

座
（

2
8
年

度
）

→
2
0
0
講

座
（

3
1
年

度
）

（
※

全
学

校
に

消
費

者
教

育
に

係
る

教
材

等
を

提
供

）

・
大

学
4
0講

座
（

2
8
年

度
）

→
7
0講

座
（

3
1
年

度
）

・
成

人
1
7
0講

座
（

2
8
年

度
）

→
3
0
0講

座
（
3
1
年

度
）

►
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

防
止

講
座

の
開

催
数

（
消

費
者

教
育

を
テ

ー
マ

と
す

る
講

座
の

内
数

）

5
0講

座
（

2
8
年

度
）

→
1
0
0講

座
（

3
1
年

度
）

►
消

費
者

教
育

推
進

校
数

０
校

（
2
8
年

度
）

→
5
校

（
3
1年

度
）

►
消

費
者

被
害

防
止

を
行

う
市

町
村

高
齢

者
等

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
数

5
市

町
村

（
2
8
年

度
）

→
1
3
市

町
村

（
3
1
年

度
）

-1
6
-

（
２

）
消

費
者

教
育

の
担

い
手

の
養

成
・

支
援

教
員

、
消

費
生

活
相

談
員

、
消

費
者

団
体

等
様

々
な

主
体

が
消

費
者

教
育

の
担

い
手

と
し

て
活

動
し

て
い

る
が

、
そ

れ
ら

の
活

動
が

活
性

化
す

る
よ

う
に

、
学

校
や

地
域

等
で

中
心

と
な

っ
て

消

費
者

教
育

に
取

り
組

む
担

い
手

を
養

成
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

活
動

を
支

援
す

る
。

ア
消

費
者

教
育

の
中

心
と

な
る

担
い

手
の

養
成

○
消

費
者

教
育

推
進

員
の

養
成

＜
新

規
＞

地
域

や
学

校
で

中
心

と
な

っ
て

消
費

者
教

育
を

推
進

す
る

消
費

者
教

育
推

進
員

を
養

成
。

幅
広

い
主

体
と

の
連

携
・

協
働

の
も

と
で

関
係

機
関

等
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

、
啓

発
活

動
や

消
費

者

教
育

を
実

施

○
く

ら
し

の
安

心
推

進
員

や
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
＜

拡
充

＞

消
費

生
活

に
関

す
る

知
識

を
身

に
つ

け
、

地
域

の
見

守
り

活
動

を
行

う
く

ら
し

の
安

心
推

進
員

や
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

を
更

に
養

成

イ
消

費
者

教
育

の
担

い
手

へ
の

活
動

支
援

○
教

員
に

対
す

る
支

援
＜

拡
充

＞

教
員

に
最

近
の

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
事

例
や

わ
か

り
や

す
い

教
材

、
人

材
等

の
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
消

費
者

教
育

推
進

校
の

モ
デ

ル
授

業
例

の
紹

介
等

効
果

的
な

研
修

を
実

施

○
京

都
く

ら
し

の
安

心
･
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

支
援

＜
拡

充
＞

京
都

く
ら

し
の

安
心

・
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
消

費
者

教
育

に
関

す
る

情
報

共
有

を
進

め
る

と
と

も
に

、
講

師
の

派
遣

や
啓

発
資

材
の

提
供

等
に

よ
り

構
成

団
体

等
が

行
う

消
費

者
教

育

の
活

動
を

支
援

○
大

学
生

の
消

費
者

リ
ー

ダ
ー

、
く

ら
し

の
安

心
推

進
員

の
活

動
支

援
＜

拡
充

＞

大
学

生
の

消
費

者
リ

ー
ダ

ー
が

主
体

的
に

企
画

･
実

施
す

る
実

践
的

な
活

動
に

対
し

府
の

相
談

員

が
助

言
者

と
し

て
参

画
す

る
と

と
も

に
、

く
ら

し
の

安
心

推
進

員
を

対
象

と
し

た
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
を

実
施

し
、

市
町

村
の

地
域

の
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
画

等
活

動
の

場
を

提
供

○
市

町
村

の
取

組
支

援
＜

拡
充

＞

地
域

に
お

け
る

消
費

者
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
市

町
村

に
消

費
者

教
育

に
係

る
様

々
な

情
報

を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
消

費
者

教
育

の
担

い
手

育
成

や
消

費
者

教
育

講
座

の
共

同
開

催
等

に
よ

り
市

町
村

の
取

組
を

支
援

－
目

標
－

►
消

費
者

問
題

に
意

識
の

高
い

大
学

生
の

消
費

者
リ

ー
ダ

ー
の

養
成

5
0人

（
28

年
度

）
→

10
0
人

（
3
1
年

度
）

-1
3
-

３
消
費
者
教
育
が
目
指
す
も
の

（
１
）
消
費
者
教
育
の
目
標

消
費

者
教

育
は

、
消

費
者

の
権

利
の

一
つ

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

す
べ

て
の

府
民

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
に

応
じ

た
適

切
な

方
法

で
消

費
者

教
育

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

に

よ
り

、
「

被
害

を
回

避
し

、
ト

ラ
ブ

ル
に

適
切

に
対

処
で

き
る

消
費

者
」
、
「

自
主

的
か

つ
合

理
的

に
行

動
す

る
消

費
者

」
や

「
地

球
や

地
域

の
課

題
な

ど
の

解
決

に
向

け
て

主
体

的
に

考
え

行
動

す
る

消
費

者
」

を
育

成
し

、
こ

れ
ら

の
消

費
者

が
積

極
的

に
社

会
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

公

正
で

持
続

可
能

な
社

会
を

実
現

（
２
）
目
指
す
消
費
者
像

▲

被
害

を
回

避
し

、
ト

ラ
ブ

ル
に

適
切

に
対

処
で

き
る

消
費

者

被
害

に
あ

っ
た

と
き

の
手

立
て

を
身

に
つ

け
被

害
を

回
避

す
る

と
と

も
に

、
被

害
に

あ
っ

て
も

こ
れ

に
気

づ
き

、
悪

質
商

法
に

加
担

し
な

い
こ

と
や

、
周

り
の

人
が

被
害

に
あ

わ
な

い
よ

う

に
見

守
る

こ
と

も
含

め
、

ト
ラ

ブ
ル

に
適

切
に

対
処

で
き

る
消

費
者

▲

自
主

的
か

つ
合

理
的

に
行

動
す

る
消

費
者

市
場

に
お

け
る

権
利

の
主

体
と

し
て

、
自

ら
の

利
益

を
守

り
拡

大
す

る
た

め
、

自
ら

進
ん

で
、

消
費

生
活

に
関

し
て

必
要

な
知

識
を

習
得

し
、

必
要

な
情

報
を

収
集

す
る

な
ど

、
自

主

的
か

つ
合

理
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
消

費
者

▲

地
球

や
地

域
の

課
題

な
ど

の
解

決
に

向
け

て
主

体
的

に
考

え
行

動
す

る
消

費
者

地
球

環
境

保
全

や
地

域
の

課
題

な
ど

の
解

決
に

向
け

て
、

消
費

行
動

を
通

じ
て

積
極

的
に

関
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

消
費

者

（
３
）
京
都
府
の
特
徴
と
配
慮
事
項

▲

大
学

等
や

研
究

機
関

が
存

在
し

、
多

く
の

学
生

等
が

学
び

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

▲

暮
ら

し
の

中
で

引
き

継
が

れ
て

き
た

｢
も

っ
た

い
な

い
｣
や

｢
し

ま
つ

｣
と

い
っ

た
知

恵
が

生
活

に
息

づ
き

、
京

都
議

定
書

誕
生

の
地

と
し

て
環

境
保

全
の

取
組

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

こ

と

▲

府
内

各
地

域
に

国
内

外
か

ら
多

く
の

方
々

が
訪

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

伝
統

・
文

化
に

裏

打
ち

さ
れ

た
商

品
、
「

お
も

て
な

し
の

心
」

な
ど

が
存

在
す

る
と

と
も

に
起

業
精

神
に

富
む

土

壌
が

あ
る

こ
と

▲

多
様

な
団

体
で

構
成

さ
れ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

活
発

な
活

動
を

展
開

し
て

い
る

こ
と

な
ど

京

都
府

の
特

徴
に

配
慮

し
、

施
策

を
推

進

-1
4
-

４
推

進
の

方
向

と
今

後
取

り
組

む
事

業

（
１

）
消
費
者
被
害
を
未
然
防
止
し
、
自

主
的
か

つ
合

理
的

に
行

動
す

る
消
費
者
の
育
成

成
年

年
齢

引
き

下
げ

の
動

き
な

ど
消

費
者

を
取

り
巻

く
状

況
の

変
化

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

学
校

、
大

学
、

地
域

等
に

お
け

る
消

費
者

教
育

の
機

会
拡

大
や

、
年

齢
・

障
が

い
の

有
無

等
消

費
者

の
特

性
に

配
慮

し
た

体
系

的
な

教
育

の
拡

充
に

よ
り

、
消

費
者

被
害

を
未

然
防

止
し

、
自

主
的

か
つ

合
理

的
に

行
動

す
る

消
費

者
を

育
成

す
る

。

ア
成

年
年

齢
の

引
き

下
げ

や
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

へ
の

対
応

○
高

校
生

等
を

対
象

に
契

約
の

責
任

な
ど

を
内

容
と

す
る

教
育

を
実

施
＜

新
規

＞

高
等

学
校

や
大

学
等

に
働

き
か

け
、

在
学

時
に

、
「

契
約

の
責

任
」

や
「

ト
ラ

ブ
ル

へ
の

対
処

や

相
談

先
」

な
ど

を
内

容
と

す
る

出
前

講
座

を
集

中
的

に
実

施

○
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

事
例

や
対

処
方

法
な

ど
を

ス
マ

ホ
等

を
通

じ
て

若
年

者
に

情
報

発
信

＜
新

規
＞

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
は

、
事

前
に

手
口

を
知

っ
て

い
れ

ば
防

げ
る

こ
と

が
多

い
こ

と
か

ら
、

若
者

が

よ
く

利
用

す
る

ス
マ

ホ
等

を
通

じ
て

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
事

例
や

対
処

方
法

等
に

つ
い

て
情

報
発

信

○
児

童
・

生
徒

に
多

い
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

を
踏

ま
え

た
ト

ラ
ブ

ル
防

止
講

座
の

実
施

＜
拡

充
＞

小
学

生
か

ら
高

校
生

ま
で

、
発

達
状

態
や

各
年

代
に

多
い

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
の

事
例

を
踏

ま
え

た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

や
教

材
を

開
発

し
、

大
学

生
の

協
力

を
得

て
体

験
型

の
講

座
を

実
施

イ
高

齢
者

被
害

の
未

然
防

止
へ

の
対

応

○
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

出
前

講
座

等
の

積
極

展
開

＜
拡

充
＞

高
齢

者
等

が
参

加
す

る
地

域
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

啓
発

活
動

や
出

前
講

座
を

市
町

村
、

関
係

機
関

や

地
域

団
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
積

極
的

に
展

開

○
警

察
や

市
町

村
と

連
携

し
た

地
域

の
見

守
り

活
動

に
よ

る
消

費
者

被
害

の
防

止
＜

拡
充

＞

高
齢

者
の

消
費

者
被

害
を

防
ぐ

た
め

、
警

察
や

高
齢

者
を

訪
問

す
る

団
体

・
事

業
者

、
金

融
機

関

や
病

院
等

と
連

携
し

て
、

地
域

に
お

け
る

見
守

り
活

動
を

拡
大

市
町

村
の

福
祉

部
局

等
に

お
い

て
構

築
さ

れ
る

高
齢

者
や

障
が

い
者

等
の

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

に
、

消
費

者
被

害
防

止
の

機
能

が
付

加
さ

れ
る

よ
う

働
き

か
け

、
地

域
の

実
情

に
沿

っ
た

見
守

り
活

動
を

支
援

○
高

齢
者

自
身

が
見

守
る

側
と

な
る

活
動

の
強

化
＜

拡
充

＞

ご
近

所
同

士
の

啓
発

活
動

や
、

悪
質

業
者

等
に

注
意

を
払

う
活

動
な

ど
、

高
齢

者
自

身
が

見
守

る

側
と

な
る

活
動

の
支

援
を

強
化

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画
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-1
9
-

（
４

）
幅

広
い

主
体

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

取
組

の
推

進

消
費

者
教

育
を

体
系

的
・

効
果

的
に

推
進

し
て

い
く

た
め

に
は

、
庁

内
関

係
部

局
を

は
じ

め
、

教
育

機
関

、
消

費
者

団
体

、
事

業
者

・
事

業
者

団
体

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
幅

広
い

主
体

と
連

携
し

て
い

く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、
大

学
等

を
多

数
有

し
、
京

都
議

定
書

誕
生

の
地

で
あ

る
と

と
も

に
、

和
食

の
無

形
文

化
遺

産
登

録
等

、
京

都
に

は
、

学
問

、
環

境
、

食
等

多
様

な
分

野
に

豊
富

な
人

材

や
資

源
を

有
す

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
を

最
大

限
に

活
か

し
た

取
組

を
進

め
る

。

○
京

都
く

ら
し

の
安

心
・

安
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
中

心
と

し
た

消
費

者
教

育
の

推
進

＜
拡

充
＞

消
費

者
教

育
の

視
点

か
ら

く
ら

し
の

安
心

・
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
成

団
体

を
拡

大
し

、
情

報
交

換
や

研
修

等
を

実
施

す
る

な
ど

、
京

都
く

ら
し

の
安

心
･
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

中
心

と
し

た

消
費

者
教

育
を

推
進

○
市

町
村

、
消

費
者

団
体

等
が

行
う

消
費

者
教

育
と

の
連

携
・

協
働

＜
拡

充
＞

市
町

村
や

消
費

者
団

体
等

が
そ

れ
ぞ

れ
進

め
て

い
る

消
費

者
教

育
の

取
組

と
の

連
携

･
協

働
を

図

る
と

と
も

に
情

報
共

有
を

進
め

広
く

情
報

を
発

信

○
庁

内
関

係
部

局
と

連
携

し
た

消
費

者
教

育
の

推
進

＜
拡

充
＞

消
費

者
教

育
に

係
る

取
組

を
総

合
的

か
つ

円
滑

に
推

進
す

る
た

め
、
「

く
ら

し
の

安
心

･
安

全
推

進

本
部

消
費

生
活

の
安

心
･
安

全
部

会
」

で
情

報
共

有
を

行
う

と
と

も
に

、
教

育
委

員
会

を
は

じ
め

、

環
境

教
育

や
食

育
等

関
係

部
局

と
情

報
交

換
を

行
い

連
携

を
強

化

○
府

消
費

生
活

安
全

セ
ン

タ
ー

等
を

核
と

し
た

消
費

者
教

育
の

推
進

＜
拡

充
＞

市
町

村
や

関
係

団
体

等
と

連
携

し
、

府
消

費
生

活
安

全
セ

ン
タ

ー
及

び
広

域
振

興
局

を
核

と
し

た

消
費

者
教

育
を

推
進

－
目

標
－

►
京

都
く

ら
し

の
安

心
･
安

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
団

体
数

5
5
団

体
（

2
8年

度
）

→
60

団
体

（
3
1
年

度
）

-2
0
-

５
実
効
性
の
確
保
等

（
１
）
関
連
教
育
と
の
連
携

消
費
者
教
育
は
、
自
ら
の
消
費
行
動
を
地
球
環
境
の
保
全
や
地
域
の
課
題
等
の
解
決
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
既
に
展
開
さ
れ
て
い
る
環
境
教
育
、
食
育
、
金
融
教
育
、
法

教
育
な
ど
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
育
と
消
費
者
教
育
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

効
性
の
あ
る
消
費
者
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

（
２
）
他
の
消
費
者
施
策
と
の
連
携

消
費
者
が
消
費
行
動
に
よ
っ
て
、
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、

事
業
者
が
、
商
品
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
適
切
に
情
報
開
示
を
行
う
等
、
消
費
者
に
自
主
的
・

合
理
的
な
選
択
を
行
う
た
め
の
判
断
材
料
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
消
費
生
活
相
談
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
の
的
確
・
迅
速
な
活
用
や
事
業
者
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
、
不
適
切
な
表
示
を
行
う
事
業
者
等
の
指
導
な
ど
他
の
消
費
者
施

策
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
消
費
者
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

（
３
）
進
行
管
理
等

施
策
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
数
値
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
毎
年
度
、
京
都
府
消
費
生
活
審
議
会
に
報
告
し
、
そ
の
結
果
を
施
策
に
反
映
す
る
。

ま
た
、
進
捗
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
府
民
へ
の
周
知
を
図
る
。

（
４
）
実
効
性
の
確
保
等

消
費
者
教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
検
証
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
緊
急
に
発
生
す
る
課
題
に
対
し
て
は
、
迅
速
で
弾
力
的
な
手
立

て
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。

-1
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（
３

）
消

費
行

動
を

通
じ

て
社

会
貢

献
を

す
る

消
費

者
の

育
成

持
続

可
能

な
社

会
を

形
成

す
る

た
め

に
は

、
消

費
者

の
自

覚
や

自
発

的
な

行
動

が
大

切
で

あ
る

た
め

、
地

域
の

活
性

化
や

地
球

環
境

の
保

全
に

つ
な

が
る

エ
シ

カ
ル

消
費

の
普

及
や

消
費

者
市

民
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ア
エ

シ
カ

ル
消

費
の

普
及

○
市

町
村

、
関

係
団

体
や

大
学

等
と

連
携

し
た

エ
シ

カ
ル

消
費

の
紹

介
、

普
及
＜

新
規

＞

市
町

村
、

関
係

団
体

、
大

学
や

事
業

者
等

の
幅

広
い

主
体

と
連

携
し

て
エ

シ
カ

ル
フ

ェ
ア

、
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
。

地
域

の
伝

統
・

文
化

に
裏

打
ち

さ
れ

た
地

場
産

品
や

エ
コ

商
品

等
の

い
わ

ゆ
る

エ
シ

カ
ル

商
品

、
地

域
経

済
の

活
性

化
や

地
域

文
化

の
伝

承
、

環
境

へ
の

配
慮

、
食

品
ロ

ス
の

削
減

、
社

会
貢

献
等

に
つ

な
が

る
エ

シ
カ

ル
消

費
を

府
民

や
京

都
を

訪
れ

る
方

々
に

広
く

紹
介

、
普

及
し

、
消

費
行

動
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

た
め

の
環

境
を

醸
成

○
事

業
者

団
体

等
へ

の
働

き
か

け
＜

新
規

＞

事
業

者
や

事
業

者
団

体
等

に
対

し
、
エ

シ
カ

ル
商

品
に

対
す

る
消

費
者

の
意

識
等

を
紹

介
し

、
積

極
的

な
店

頭
陳

列
、

情
報

提
供

を
働

き
か

け

イ
消

費
者

市
民

の
育

成

○
地

元
産

食
材

を
活

用
し

た
学

校
給

食
等

に
よ

る
地

産
地

消
の

促
進

＜
新

規
＞

小
学

校
や

中
学

校
で

地
元

産
食

材
、

郷
土

食
や

行
事

食
を

取
り

入
れ

た
学

校
給

食
や

、
地

域
の

生

産
者

等
の

参
画

を
得

て
耕

作
・

収
穫

・
調

理
等

を
体

験
さ

せ
る

実
践

型
食

育
等

を
実

施

○
消

費
者

教
育

推
進

校
で

消
費

者
教

育
の

モ
デ

ル
授

業
例

を
作

成
、

普
及

＜
再

掲
＞

中
学

校
、

高
等

学
校

へ
働

き
か

け
、

消
費

者
教

育
推

進
校

を
指

定
し

、
消

費
者

教
育

の
モ

デ
ル

授

業
例

（
指

導
案

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

）
を

作
成

、
府

内
学

校
へ

普
及

○
小

･
中

･高
校

等
で

の
出

前
講

座
の

積
極

展
開

＜
拡

充
＞

学
校

等
で

の
出

前
講

座
に

お
い

て
、

消
費

者
が

消
費

行
動

を
通

じ
て

、
公

正
か

つ
持

続
可

能
な

社
会

の
形

成
に

積
極

的
に

参
画

す
る

と
い

う
視

点
を

積
極

的
に

取
り

上
げ

て
啓

発

○
消

費
者

と
事

業
者

の
双

方
向

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
実

施
＜

新
規

＞

若
年

者
を

含
む

消
費

者
と

事
業

者
、

専
門

家
、

行
政

が
意

見
を

出
し

合
い

、
新

し
い

商
品

や
販

売
方

法
等

を
提

案
す

る
双

方
向

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催

○
非

常
時

の
備

え
と

し
て

ロ
ー

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

ク
法

の
普

及
＜

新
規

＞

災
害

等
の

非
常

時
に

備
え

日
頃

か
ら

食
べ

物
や

日
用

品
を

少
し

多
め

に
購

入
し

、
消

費
し

た
分

だ

け
買

い
足

し
て

い
く

こ
と

で
常

に
一

定
量

の
食

糧
等

を
備

蓄
す

る
ロ

ー
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
ク

法
の

考
え

方
を

普
及

-1
8
-

○
様

々
な

媒
体

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

利
用

し
た

啓
発

強
化

＜
拡

充
＞

消
費

者
市

民
社

会
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

る
よ

う
、

新
聞

、
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
様

々
な

広
報

媒
体

に
働

き
か

け
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
活

用
し

て
啓

発

－
目

標
－

►
消
費
者
市
民
社
会
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
座
の
開
催
数
（
消
費
者
教
育
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
座
の
内
数
）

5
0
講

座
（

2
8年

度
）

→
10

0
講

座
（

3
1年

度
）

►
実

践
型

食
育

を
実

施
し

て
い

る
小

・
中

学
校

の
割

合

5
7
％

（
2
6年

度
）

→
10

0
％

（
3
2
年

度
）

►
学

校
給

食
へ

の
地

元
農

林
水

産
物

の
供

給
品

目
数

の
割

合

1
8
％

（
2
6年

度
）

→
30

％
（

3
2
年

度
）

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画

参
考
資
料　

京
都
府
消
費
者
教
育
推
進
計
画



－40－ －41－

参
考
資
料　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト

参
考
資
料　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト

高等学校学習指導要領の改訂（案）のポイント
１．今回の改訂の基本的な考え方

○　教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、
　子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成。その際、子供たちに求めら
　れる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視。

○　知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視する現行学習指導
　要領の枠組みや教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさらに高め、確かな学力を育成。

○　高大接続改革という、高等学校教育を含む初等中等教育改革と、大学教育改革、そして両者を
　つなぐ大学入学者選抜改革の一体的改革の中で実施される改訂。

２．知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」

　知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の
意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教
科等を、①知識及び技能、②思考力、判断力、表現力等、③学びに向かう力、人間性等の３つの柱
で再整理。

「何ができるようになるか」を明確化

５．教育内容の主な改善事項

・科目の特性に応じた語彙の確実な習得、主張と論拠の関係や推論の仕方など、情報を的確に理解
　し効果的に表現する力の育成（国語）
・学習の基盤としての各教科等における言語活動（自らの考えを表現して議論すること、観察や調
　査などの過程と結果を整理し報告書にまとめることなど）の充実（総則、各教科等）

言語能力の確実な育成

　選挙権年齢が18歳以上に引き下げられ、生徒にとって政治や社会が一層身近なものとなってお
り、高等学校においては、社会で求められる資質・能力を全ての生徒に育み、生涯にわたって探究
を深める未来の創り手として送り出していくことがこれまで以上に求められる。
　そのため、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が必要。特に、生徒が各教科・科
目等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、
情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し
たりすることに向かう過程を重視した学習の充実が必要。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

情報を的確に理解し効果的に表現する、社会的事象について資料に基づき考察する、日常の事象や社会の事
象を数理的に捉える、自然の事物・現象を観察・実験を通じて科学的な概念を使用して探究する　　など

３．各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立
○　教科等の目標や内容を見渡し、特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、
　問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには、
　教科等横断的な学習を充実する必要。また、「主体的・対話的で深い学び」の充実には単元など
　数コマ程度の授業のまとまりの中で、習得・活用・探究のバランスを工夫することが重要。

○　そのため、学校全体として、教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、実
　施状況に基づく改善などを通して、教育課程に基づく教育活動の質を向上させ、学習の効果の最
　大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立。

４．教科・科目構成の見直し
○　 高等学校において育成を目指す資質・能力を踏まえつつ、教科・科目の構成を改善。

国語科における科目の再編（「現代の国語」「言語文化」「論理国語」「文学国語」「国語表現」「古典探究」）
地理歴史科における「歴史総合」「地理総合」の新設、公民科における「公共」の新設、共通教科「理数」の新設、
など

・理数を学ぶことの有用性の実感や理数への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連を重
　視（数学、理科）するとともに、見通しをもった観察、実験を行うことなどの科学的に探究する
　学習活動の充実（理科）などの充実により学習の質を向上
・必要なデータを収集・分析し、その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育を充実（数学）
・将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を目指し、
　新たな探究的科目として、「理数探究基礎」及び「理数探究」を新設（理数）

理数教育の充実

・我が国の言語文化に対する理解を深める学習の充実（国語「言語文化」「文学国語」「古典探
　究」）
・政治や経済、社会の変化との関係に着目した我が国の文化の特色（地理歴史）、我が国の先人の
　取組や知恵（公民）、武道の充実（保健体育）、和食、和服及び和室など、日本の伝統的な生活
　文化の継承・創造に関する内容の充実（家庭）

伝統や文化に関する教育の充実

・各学校において、校長のリーダーシップの下、道徳教育推進教師を中心に、全ての教師が協力し
　て道徳教育を展開することを新たに規定（総則）
・公民の「公共」、「倫理」、特別活動が、人間としての在り方生き方に関する中核的な指導の場
　面であることを明記（総則）

道徳教育の充実

・統合的な言語活動を通して「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り・発表］」「書くこ
　と」の力をバランスよく育成するための科目（「英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ」）や，発
　信力の強化に特化した科目を新設（「論理・表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」）
・小・中・高等学校一貫した学びを重視して外国語能力の向上を図る目標を設定し、目的や場面、
　状況などに応じて外国語でコミュニケーションを図る力を着実に育成

外国語教育の充実

・就業体験等を通じた望ましい勤労観、職業観の育成（総則）、職業人に求められる倫理観に関す
　る指導（職業教育に関する各専門教科）
・地域や社会の発展を担う職業人を育成するため、社会や産業の変化の状況等を踏まえ、持続可能
　な社会の構築、情報化の一層の進展、グローバル化などへの対応の視点から各教科の教育内容を
　改善
・産業界で求められる人材を育成するため、「船舶工学」（工業）、「観光ビジネス」（商業）、「総合調
　理実習」（専門家庭）、「情報セキュリティ」（専門情報）、「メディアとサービス」（専門情報）を新設
※職業教育の充実に当たっては、必要な施設・設備の計画的な整備を促していく。

職業教育の充実
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参
考
資
料　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト

参
考
資
料　

消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
概
要
）

○初等中等教育の一貫した学びの充実
　・必要な資質・能力を身に付けるため、中学校との円滑な接続や、高等学校卒業以降の教育や職
　　業との円滑な接続について明記（総則）

○主権者教育、消費者教育、防災・安全教育などの充実
　・政治参加と公正な世論の形成、政党政治や選挙、主権者としての政治参加の在り方についての
　　考察（公民）、主体的なホームルーム活動、生徒会活動（特別活動）
　・財政及び租税の役割、少子高齢社会における社会保障の充実・安定化、職業選択、起業、雇用
　　と労働問題、仕事と生活の調和と労働保護立法、金融を通した経済活動の活性化、国連におけ
　　る持続可能な開発のための取組（公民）
　・多様な契約、消費者の権利と責任、消費者保護の仕組み（公民、家庭）
　・世界の自然災害や防災対策（地理歴史）、防災と安全・安心な社会の実現（公民）、安全・防
　　災や環境に配慮した住生活の工夫（家庭）
　・高齢者の尊厳と介護についての理解（認知症含む）、生活支援に関する技能（家庭）
　・オリンピックやパラリンピック等の国際大会は、国際親善や世界平和に大きな役割を果たして
　　いること、共生社会の実現にも寄与していることなど、スポーツの意義や役割の理解（保健体
　　育）、障害者理解・心のバリアフリーのための交流（総則、特別活動）
　・我が国の領土等国土に関する指導の充実（地理歴史、公民）

○情報教育（プログラミング教育を含む）
　・情報科の科目を再編し、全ての生徒が履修する「情報Ⅰ」を新設することにより、プログラミ
　　ング、ネットワーク（情報セキュリティを含む。）やデータベース（データ活用）の基礎等の
　　内容を必修化（情報）
　・データサイエンス等に関する内容を大幅に充実（情報）
　・コンピュータ等を活用した学習活動の充実（各教科等）

○部活動
　・教育課程外の学校教育活動として教育課程との関連の留意、社会教育関係団体等との連携によ
　　る持続可能な運営体制（総則）

○子供たちの発達の支援
（キャリア教育、障害に応じた指導、日本語の能力等に応じた指導、不登校等）
　・社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、
　　特別活動を要としつつ各教科・科目等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ることを明記
　　（総則）
　・通級による指導における個別の指導計画等の全員作成、各教科等における学習上の困難に応じ
　　た指導の工夫（総則、各教科等）
　・日本語の習得に困難のある生徒への配慮や不登校の生徒への教育課程について新たに規定
　　（総則）

その他の重要事項

○
学

校
に
お
け
る
消

費
者

教
育

の
推

進
(第

11
条

)
発

達
段

階
に
応

じ
た
教
育

機
会

の
確
保

、
研
修

の
充

実
、

人
材

の
活

用
○

大
学

等
に
お
け
る
消
費

者
教

育
の

推
進

(第
12
条

)
学

生
等

の
被

害
防

止
の

た
め
の

啓
発

等
○

地
域

に
お
け
る
消

費
者

教
育

の
推

進
(第

13
条

)
高

齢
者

･障
害

者
へ
の

支
援

の
た
め
の

研
修

･情
報
提

供
○

人
材

の
育

成
等

(第
16

条
)

・
基
本

方
針

を
踏

ま
え

策
定
(努

力
義

務
)

・
消

費
者

庁
･文

部
科

学
省

が
案

を
作
成

･閣
議
決

定
･基

本
的

な
方

向
･推

進
の

内
容

等

国
・
消
費
者
教
育
の
総
合
的
・
一
体
的

な
推

進
・
国

民
の
消
費
生
活
の
安
定
・
向
上

に
寄

与

消
費

者
教

育
の

推
進

に
関

す
る
法

律
の

概
要

目
的

(第
1条

)

定
義

(第
2条

)

『
消

費
者

教
育

』

消
費
者

の
自

立
を
支
援
す

る
た

め
に
行
わ

れ
る

消
費
生

活
に

関
す

る
教

育
及

び
こ

れ
に
準

ず
る

啓
発
活
動

(
消
費

者
が

主
体

的
に

消
費
者

市
民

社
会

の
形

成
に

参
画
す

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
理
解

及
び

関
心

を
深

め
る

た
め
の

教
育

を
含

む
。

）
『
消

費
者

市
民

社
会
』

・
個
々

の
消

費
者

の
特

性
及
び

消
費

生
活

の
多

様
性
の
相
互

尊
重

・
自
ら

の
消

費
生

活
に
関
す
る

行
動

が
将

来
に
わ
た

っ
て
内

外
の

社
会

経
済

情
勢
及
び

地
球
環

境
に

影
響

を
及

ぼ
し

得
る
こ

と
の

自
覚

・
公
正

か
つ

持
続

可
能
な
社
会
の
形

成
に

積
極

的
に

参
画

国
と
地

方
の

責
務
と
実
施
事

項

責
務

(第
4
条

)

地
方

公
共

団
体

団
体

の
区

域
の

社
会

的
経

済
的

状
況

に
応

じ
た

施
策

策
定

、
実

施
(
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
、

教
育

委
員
会

そ
の

他
の

関
係

機
関
と

連
携
)

推
進
に

必
要

な
財

政
上

の
措
置

そ
の

他
の

措
置
(
地
方

は
努
力

義
務
)

財
政

上
の
措
置

(第
8条

)

基
本

方
針

(第
9
条

)
都

道
府

県
消
費
者

教
育
推

進
計
画

義
務

付
け

(国
・
地

方
)

努
力

義
務

(国
お
よ
び
地

方
)

○
教

材
の

活
用

等
(第

1
5条

)

○
調

査
研

究
(第

1
7条

)

○
情

報
の

収
集

(第
18
条

)

基
本

理
念

（第
3
条
）

消
費

者
団

体
(努

力
義
務

)
（
第

6
条
）

～
自

主
的

活
動

･
協
力

事
業

者
・
事

業
者
団

体
(努

力
義
務

)

～
施

策
へ

の
協

力
・

自
主

的
活
動

（
第
7条

)

～
消

費
生

活
の

知
識

の
提
供

、
従

業
員

の
研

修
、

資
金
の

提
供

(第
1
4条

）

消
費

者
教
育
推

進
会
議

(第
19

条
)

消
費

者
庁

に
設

置
(い

わ
ゆ
る
８
条
機

関
)

①
構

成
員

相
互

の
情

報
交

換
･調

整
～

総
合

的
、
体

系
的

か
つ
効

果
的
な
推

進
②

基
本

方
針

の
作
成

･変
更

に
意
見

委
員

(内
閣

総
理
大

臣
任

命
)

～
消

費
者

、
事

業
者

、
教

育
関

係
者

、
消

費
者

団
体

･
学

識
経

験
者

等
※
委

員
は

2
0名

以
内

、
任

期
２

年
、

幹
事

、
専

門
委

員
を

置
く

（
政
令
で
規
定
）

消
費

者
教

育
推
進

地
域
協

議
会

(第
20
条

)

都
道

府
県

・
市

町
村
が

組
織

(努
力

義
務

)

①
構

成
員

相
互

の
情

報
交

換
･調

整
～

総
合

的
、

体
系

的
か

つ
効

果
的

な
推

進
②

推
進

計
画

の
作
成

･変
更

に
意
見

構
成

～
消

費
者

、
消

費
者

団
体

、
事

業
者

、
教

育
関

係
者

、
消

費
生

活
セ
ン
タ
ー
等

・
消

費
生

活
に
関

す
る
知
識

を
習
得

し
、
適
切

な
行

動
に
結

び
つ

け
る
実

践
的

能
力

の
育

成

・
主

体
的

に
消

費
者
市

民
社

会
の

形
成

に
参
画

し
、
発
展

に
寄

与
で
き
る
よ
う
積

極
的

に
支

援

体
系

的
推

進
・

幼
児

期
か

ら
高
齢

期
ま
で
の

段
階
特

性
に
配
慮

効
果

的
推

進
・
場

(学
校

、
地

域
、
家

庭
、
職

域
)の

特
性

に
対

応
・
多

様
な
主

体
間

の
連
携

市
町

村
消

費
者
教

育
推
進

計
画

消
費
者

教
育

の
推

進
に

関
す
る

総
合

的
な

施
策

策
定

、
実

施

責
務

(第
5
条

)

・
消

費
者

市
民

社
会
の

形
成

に
関

し
、
多

角
的
な
情

報
を
提

供
・
非

常
時

(災
害

)の
合

理
的

行
動

の
た
め
の
知

識
・
理
解

・
環

境
教

育
、
食

育
、
国

際
理

解
教

育
等

と
の
有

機
的

な
連

携

※
施

行
日

：
平

成
２
４
年

１
２
月

１
３
日

（
公

布
日

：
平

成
２
４
年

８
月

２
２
日

）
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参
考
資
料　

消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ

参
考
資
料　

消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
概
要
）

Ⅳ
関

連
す
る
他

の
消

費
者

施
策

と
の

連
携

平
成

25
年

6月

Ⅰ
消

費
者

教
育

の
推

進
の

意
義

Ⅱ
消

費
者

教
育

の
推

進
の

基
本

的
な
方

向

Ⅲ
消

費
者

教
育

の
推

進
の

内
容

Ⅴ
今

後
の

消
費

者
教

育
の

計
画

的
な
推

進

･
グ
ロ
ー
バ
ル
化
/
高
度
情
報
化
/
高
齢

化
⇒

消
費

者
被

害
の

多
様

化
・

複
雑

化
･
大
量
生
産

大
量
消
費

大
量
廃
棄
/
大

震
災

の
経

験
⇒

消
費

行
動

の
課

題

・
消
費
者
の
自
立
を
支
援

被
害

に
遭

わ
な

い
消

費
者

、
合

理
的

意
思

決
定

の
で

き
る

消
費

者
の

育
成

・
消
費
者
市
民
社
会
の
形
成
に
寄
与

よ
り

よ
い

市
場

、
よ

り
よ

い
社

会
の

発
展

に
積

極
的

に
関

与
す

る
消

費
者

の
育

成

ル
ー
ル

整
備
、

厳
格

な
法
執
行
、

消
費

者
支

援
・

救
済

施
策

経
済

社
会

の
変

化

○
各

主
体

の
役
割
と
連
携
･協

働

○
消

費
者

教
育
の
体
系
的

推
進

領
域
・
段
階
ご
と
に
目
標
を
設
定

情
報
の
「
見
え
る
化
」⇒

多
様
な
担
い
手
が
共
有

○
国

か
ら
の

地
方
支
援

財
政

支
援
、
情
報
提
供
に
よ
る
支
援

１
様
々
な
場
で
の
推
進

・
学

校
(小

･中
･高

校
、

大
学

･専
門

学
校

等
)

・
地

域
社

会
(地

域
、
家

庭
)

・
職

域

２
人
材

(担
い
手

)の
育
成
・
活
用

・
小

･中
･高

校
・
大

学
等

の
教

職
員

・
消

費
者

団
体

、
N

P
O
、
地

域
福

祉
関

係
者

・
事

業
者

･事
業

者
団

体
等

・
消

費
者

３
資
源
等

・
教

材
等

の
作

成
、
活

用
・
調

査
研

究
・
情

報
収

集
･提

供

行
政

各
部

局
間
、
多
様
な
担
い
手
と
の

連
携

消
費

者
行

政
部

局
と

教
育

行
政
部

局
、

福
祉

関
係

部
局

、
商

工
部

局
と

の
連

携
（

高
齢

者
・

障
害

者
見

守
り

、
担

い
手

と
し

て
の

事
業

者
・

事
業

者
団

体
と

の
連

携
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

、
活
用

多
様

な
関

係
者

の
つ

な
ぎ

役
、

地
域

と
学

校
の

つ
な

ぎ
役

モ
デ
ル

地
区
に
お
け
る
先
進
的
な
実
践

消
費

者
市

民
社

会
概

念
の

研
究

・
普

及
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

育
成

/
 
情

報
提

供

１
今
後
の
推
進
方
策

・
各

都
道

府
県

･市
町

村
で
の
推

進
の

支
援

・
推

進
会

議
・
小

委
員

会
で
の

検
討

、
施

策
へ

の
反

映
専

門
委

員
:地

域
ご
と
の

代
表

を
任

命

２
基
本
方
針
の
達
成
度
の
検
証
（5
年
の
見
直
し

)
・
基

本
方

針
の

見
直

し
＝

中
間
的

に
３
年

を
目

途
に

見
直

し
・
達

成
度

の
検

証

地
方
支
援

推
進

会
議

の
地

方
開

催
推

進
計

画
策

定
、

地
域

協
議

会
設

置
に

向
け

、
事

例
集

の
作

成
・
説

明
会

等
で

情
報

提
供

・
消

費
者

教
育

推
進

の
た

め
の

指
標

化
・

す
べ

て
の

都
道

府
県

で
推

進
計

画
の

策
定

、
地

域
協

議
会

の
設

置
を

目
指

し
、

支
援

○
環

境
教

育
・
食
育
・金

融
経
済
教
育
・
法
教
育

等
と
の
連
携
推
進

連
携

・
展
開
に
よ
る
相
乗
効
果
・
教
材
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
通
化
な
ど

消
費

生
活

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
化

（
消
費
者
教
育
・
人
材
育
成
）

←
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
支
援

消
費

者
学
習
の
国
民
的
な
運

動
多

様
な

実
践

を
共

有
し

、
相

互
に

連
携

･
協

働
で

き
る

場
の

提
供

優
れ

た
活

動
を

奨
励

（
消

費
者

支
援

功
労

者
表

彰
制

度
等

）
消

費
者

教
育

の
日

、
週

な
ど
の

制
定

１
安

全
･安

心
の

確
保

２
自

主
的

･合
理

的
な
選

択
の

機
会

の
確

保
３

消
費

者
意

見
の

反
映

･透
明
性

確
保

４
苦

情
処

理
･紛

争
解

決
の

促
進

食
品
と
放
射
能
に
関
す
る
理
解
増
進

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
強

化

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
情
報

の
迅

速
的

確
な
分

析
、
原

因
究

明

⇒
教

材
へ

の
反

映

･
対

象
領
域

消
費
者
市
民

商
品

等
の

安
全

社
会
の
構
築

生
活
の
管
理
と
契
約

情
報

と
メ

デ
ィ

ア
･
各

段
階

･
消

費
者
の
特
性
･場

の
特
性
に
応
じ
た
方
法
で

実
施

若
年
者
の
被
害
防
止
･
成
年
年
齢
引
下
げ
に
向

け
た

環
境

整
備

の
観

点
等

か
ら

、
高

等
学

校
段
階
ま
で
に
、
主
体
的
に
判
断
し
責
任

を
も

っ
て

行
動

で
き

る
能

力
を

育
む

･
消

費
行
動
の
社
会
経
済
へ
の
影
響
等
、
多
角

的
視

点
で

情
報

提
供

・
国
と
地
方
公
共
団
体

・
消
費
者
行
政
と
教
育
行
政

・
地
方
公
共
団
体
と
消
費
者
団
体
、
事
業
者
団
体

○
基
本
方
針
の
方
向
＝
誰
も
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
生
涯
を
通
じ
て
、

様
々
な
場
で
、
消
費
者
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を

提
供
し
、
効
果
的
に
推
進

○
手
段
＝
幅
広
い
担
い
手
（
国
・
地
方
、
行
政
・
民
間
、
消
費
者
自
身
）
の
支
援
、
育
成

担
い
手
間
の
連
携
、
情
報
共
有
の
促
進

各
府

省
庁

で
今

後
実

施
の

施
策

を
取

り
ま
と
め
（

2
5
年

内
目

途
）

地
域

に
お
け
る
多
様
な
主

体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

（
消

費
者

教
育

推
進

地
域

協
議

会
）

効
果

的
な
情
報

提
供
方

策
の

開
発

～
特

に
高

齢
者

･
障

害
者

向
け

食
品
表
示
の
理
解
増
進

・
ル
ー
ル
を
知
り
、

被
害
を
防
ぐ
消
費

者
の
努
力

・
持
続
可
能
な
消

費
の
実
践
、
消
費

者
の
社
会
的
役
割

の
自
覚

＋

国
・
地

方
、
多
様

な
担

い
手

の
指

針

平
成

25
年

度
～

29
年

度
の

5年
間

○
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
消
費
者
教
育
推
進
計
画
、

市
町
村
消
費
者
教
育
推
進
計
画
を
作
成

(努
力
義
務

)

消
費

者
教

育
の

推
進

に
関

す
る
基

本
的

な
方

針
(基

本
方

針
)

平
成

25
年

6月
28

日
閣

議
決

定

○
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

9条
（平

成
24

年
12

月
施
行
）

○
内
閣
総
理
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
が
案
を
作
成
、
閣
議
で
決
定
。

～
平
成

25
年

3月
よ
り
消
費
者
教
育
推
進
会
議
開
催
、
消
費
者
委
員
会
の
意
見
聴
取
、
消
費
者
等
の
意
見
反
映
。

概
要

幼
児
期

小
学

生
期

中
学

生
期

高
校

生
期

成
人
期

特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

各
期
の
特
徴

様
々
な
気
づ
き
の
体
験
を

通
じ
て
、
家
族
や
身
の
回
り

の
物
事
に
関
心
を
も
ち
、
そ

れ
を
取
り
入
れ
る
時
期

主
体
的
な
行
動
、
社
会
や

環
境
へ
の
興
味
を
通
し
て
、

消
費
者
と
し
て
の
素
地
の

形
成
が
望
ま
れ
る
時
期

行
動
の
範
囲
が
広
が
り
、

権
利
と
責
任
を
理
解
し
、

ト
ラ
ブ
ル
解
決
方
法
の
理

解
が
望
ま
れ
る
時
期

生
涯
を
見
通
し
た
生
活
の
管

理
や
計
画
の
重
要
性
、
社
会

的
責
任
を
理
解
し
、
主
体
的
な

判
断
が
望
ま
れ
る
時
期

生
活
に
お
い
て
自
立
を
進

め
、
消
費
生
活
の
ス
タ
イ
ル

や
価
値
観
を
確
立

し
自
ら

の
行
動
を
始
め
る
時
期

精
神
的
、
経
済
的
に
自
立

し
、
消
費
者
市
民
社
会
の

構
築
に
、
様
々
な
人
々
と
協

働
し
取
り
組
む
時
期

周
囲
の
支
援
を
受
け
つ
つ
も

人
生
で
の
豊
富
な
経
験
や

知
識
を
消
費
者
市
民
社
会

構
築
に
活
か
す
時
期

ト
ラ
ブ
ル

対
応

能
力商

品
安

全
の

理
解

と
危

険
を
回

避
す
る
能

力

選
択

し
、
契

約
す

る
こ
と
へ

の
理

解
と
考

え
る
態

度

生
活

を
設

計
・
管

理
す
る
能

力

情
報

の
収

集
・
処

理
・
発

信
能

力

消
費

生
活

情
報

に
対

す
る
批

判
的

思
考

力

情
報

社
会

の
ル

ー
ル

や
情

報
モ
ラ
ル

の
理

解

消
費

が
も
つ

影
響

力
の

理
解

持
続

可
能

な
消

費
の

実
践

消
費

者
の

参
画
・

協
働

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
身
近

な
人
に
伝
え
よ
う

く
ら
し
の
中
の
危
険
や
、
も
の

の
安
全
な
使
い
方
に
気
づ
こ

う 約
束
や
き
ま
り
を
守
ろ
う

欲
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
き
は
、

よ
く
考
え
、
時
に
は
我
慢
す
る

こ
と
を
お
ぼ
え
よ
う

支
え
合
い
な
が
ら
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
法
律
や
制
度
、
相
談
機

関
を
利
用
し
よ
う

安
全
で
危
険
の
少
な
い
く
ら
し

の
大
切
さ
を
伝
え
合
お
う

生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
し

支
え
合
い
な
が
ら
生
活
を
管

理
し
よ
う

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
な
い

暮
ら
し
の
知
恵
を
伝
え
合
お

う

身
の
回
り
の
情
報
か
ら
「
な

ぜ
」
「
ど
う
し
て
」
を
考
え
よ
う

支
え
合
い
な
が
ら
情
報
と
情

報
技
術
を
適
切
に
利
用
し
よ

う 支
え
合
い
な
が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル

が
少
な
く
、
情
報
モ
ラ
ル
が
守

ら
れ
る
情
報
社
会
を
つ
く
ろ
う

支
え
合
い
な
が
ら
消
費
生
活

情
報
を
上
手
に
取
り
入
れ
よ

う消
費
者
の
行
動
が
環
境
、
経

済
、
社
会
に
与
え
る
影
響
に

配
慮
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
合
お
う

支
え
合
い
な
が
ら
協
働
し
て

消
費
者
問
題
そ
の
他
の
社
会

課
題
を
解
決
し
、
公
正
な
社

会
を
つ
く
ろ
う

持
続
可
能
な
社
会
に
役
立
つ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
伝

え
合
お
う

身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
に
気
づ
こ
う

身
の
回
り
の
も
の
を
大
切
に

し
よ
う

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
ろ
う

自
分
や
家
族
を
大
切
に
し
よ

うお
つ
か
い
や
買
い
物
に
関
心

を
持
と
う

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
法
律
や
制

度
、
相
談
機
関
を
利
用
し
や

す
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

安
全
で
危
険
の
少
な
い
く
ら
し

と
消
費
社
会
を
つ
く
ろ
う

経
済
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、

生
涯
を
見
通
し
た
計
画
的
な

く
ら
し
を
し
よ
う

契
約
と
そ
の
ル
ー
ル
を
理
解

し
、
く
ら
し
に
活
か
そ
う

情
報
と
情
報
技
術
を
適
切
に

利
用
す
る
く
ら
し
を
し
よ
う

ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
，
情
報
モ

ラ
ル
が
守
ら
れ
る
情
報
社
会

を
つ
く
ろ
う

消
費
生
活
情
報
を
主
体
的
に

評
価
し
て
行
動
し
よ
う

生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃
棄
が

環
境
、
経
済
、
社
会
に
与
え

る
影
響
に
配
慮
し
て
行
動
し

よ
う

地
域
や
職
場
で
協
働
し
て
消

費
者
問
題
そ
の
他
の
社
会
課

題
を
解
決
し
、
公
正
な
社
会

を
つ
く
ろ
う

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し

よ
う

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
法
律
や
制

度
、
相
談
機
関
を
利
用
す
る

習
慣
を
付
け
よ
う

安
全
で
危
険
の
少
な
い
く
ら
し

方
を
す
る
習
慣
を
付
け
よ
う

生
涯
を
見
通
し
た
計
画
的
な

く
ら
し
を
目
指
し
て
、
生
活
設

計
・
管
理
を
実
践
し
よ
う

契
約
の
内
容
・
ル
ー
ル
を
理

解
し
、
よ
く
確
認
し
て
契
約
す

る
習
慣
を
付
け
よ
う

情
報
と
情
報
技
術
を
適
切
に

利
用
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

よ
う

情
報
社
会
の
ル
ー
ル
や
情
報

モ
ラ
ル
を
守
る
習
慣
を
付
け

よ
う

消
費
生
活
情
報
を
主
体
的
に

吟
味
す
る
習
慣
を
付
け
よ
う

生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃
棄
が

環
境
、
経
済
、
社
会
に
与
え

る
影
響
を
考
え
る
習
慣
を
身

に
付
け
よ
う

消
費
者
問
題
そ
の
他
の
社
会

課
題
の
解
決
や
、
公
正
な
社

会
の
形
成
に
向
け
た
行
動
の

場
を
広
げ
よ
う

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
探
そ
う

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
法
律
や
制

度
、

相
談
機
関
の
利
用
法
を
知
ろ
う

安
全
で
危
険
の
少
な
い
く
ら
し

と
消
費
社
会
を
目
指
す
こ
と
の

大
切
さ
を
理
解
し
よ
う

主
体
的
に
生
活
設
計
を
立
て

て
み
よ
う

生
涯
を
見
通
し
た
生
活
経
済
の

管
理
や
計
画
を
考
え
よ
う

適
切
な
意
思
決
定
に
基
づ
い

て
行
動
し
よ
う

契
約
と
そ
の
ル
ー
ル
の
活
用

に
つ
い
て
理
解
し
よ
う

情
報
と
情
報
技
術
の
適
切
な

利
用
法
や
、
国
内
だ
け
で
な
く

国
際
社
会
と
の
関
係
を
考
え
よ

う 望
ま
し
い
情
報
社
会
の
あ
り
方

や
、
情
報
モ
ラ
ル
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

消
費
生
活
情
報
を
評
価
、
選
択

の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
社
会

と
の
関
連
を
理
解
し
よ
う

生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃
棄
が
環

境
、
経
済
や
社
会
に
与
え
る
影

響
を
考
え
よ
う

身
近
な
消
費
者
問
題
及
び
社

会
課
題
の
解
決
や
、
公
正
な
社

会
の
形
成
に
協
働
し
て
取
り
組

む
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
よ
う

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
よ
う

販
売
方
法
の
特
徴
を
知
り
、

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
法
律
や
制

度
、
相
談
機
関
を
知
ろ
う

危
険
を
回
避
し
、
物
を
安
全

に
使
う
手
段
を
知
り
、
使
お
う

消
費
に
関
す
る
生
活
管
理

の
技
能
を
活
用
し
よ
う

買
い
物
や
貯
金
を
計
画
的
に

し
よ
う

商
品
を
適
切
に
選
択
す
る
と

と
も
に
、
契
約
と
そ
の
ル
ー

ル
を
知
り
，
よ
り
よ
い
契
約
の

仕
方
を
考
え
よ
う

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報

の
収
集
と
発
信
の
技
能
を
身

に
付
け
よ
う

著
作
権
や
発
信
し
た
情
報
へ

の
責
任
を
知
ろ
う

消
費
生
活
情
報
の
評
価
、
選

択
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、

意
思
決
定
の
大
切
さ
知
ろ
う

消
費
者
の
行
動
が
環
境
や

経
済
に
与
え
る
影
響
を
考
え

よ
う

身
近
な
消
費
者
問
題
及
び

社
会
課
題
の
解
決
や
、
公
正

な
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
考

え
よ
う

消
費
生
活
が
環
境
に
与
え
る

影
響
を
考
え
、
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
を
実
践
し
よ
う

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
身
近

な
人
に
相
談
し
よ
う

危
険
を
回
避
し
、
物
を
安
全

に
使
う
手
が
か
り
を
知
ろ
う

物
や
金
銭
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、
計
画
的
な
使
い
方
を
考

え
よ
う

お
小
遣
い
を
考
え
て
使
お
う

物
の
選
び
方
、
買
い
方
を
考

え
適
切
に
購
入
し
よ
う

約
束
や
き
ま
り
の
大
切
さ
を

知
り
、
考
え
よ
う

消
費
に
関
す
る
情
報
の
集
め

方
や
活
用
の
仕
方
を
知
ろ
う

自
分
や
知
人
の
個
人
情
報
を

守
る
な
ど
、
情
報
モ
ラ
ル
を
知

ろ
う

消
費
生
活
情
報
の
目
的
や

特
徴
、
選
択
の
大
切
さ
を
知

ろ
う

消
費
を
め
ぐ
る
物
と
金
銭
の

流
れ
を
考
え
よ
う

身
近
な
消
費
者
問
題
に
目
を

向
け
よ
う

自
分
の
生
活
と
身
近
な
環
境

と
の
か
か
わ
り
に
気
づ
き
、
物

の
使
い
方
な
ど
を
工
夫
し
よ
う

重
点
領
域

※
本
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
で
示
す
内
容
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
学
習
内
容
に
つ
い
て
体
系
的

に
組
み
立
て
、
理
解
を
進
め
や
す
い
よ
う
に
整
理

し
た
も
の

で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領

と
の
対
応
関
係
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ve
r.1

.0
○

消
費

者
教

育
の

体
系

イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ



本冊子は、京都府消費生活安全センターホームページにも掲載しています。 

（http://www.pref.kyoto.jp/shohise/） 
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